
紫塚 同窓会報 第36号平成23年 6月 20日発行

同
窓
会
長

去
る
３
月
１１
日
の
大
地
震
の
際
に

は
、
同
窓
生
の
皆
様
の
う
ち
に
も
、

被
災
さ
れ
た
方
が
数
多
く
お
い
で
だ

と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
紫
塚
同
窓
会
総

会
は
、
去
る
５ヽ
月
１４
日
（土
）
に
、

母
校
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
同
窓

会
常
任
理
事
会
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
い
た
だ
い
て
提
出
し
た
案
件
を
ご

審
議
願
い
、
最
終
的
に
、
す
べ
て
原

案
通
り
御
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
会
誌
の
２
、
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
副
会
長
・監
事
の
改
選
の
件
で

は
、
創
立
百
十
周
年
を
控
え
て
、
前

年
度
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
継
続
し
て

任
を
全
ヶ
す
べ
し
と
の
ご
提
案
が
あ

り
、
こ
の
度
、
選
任
さ
れ
た
監
事
も

加
わ
り
、
ま
ず
は
創
立
百
十
周
年
に

向
か
っ
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

同
窓
会
の
過
年
度
の
運
営
に
つ
い

夫

て
は
、
従
来
ど
お
り
、
課
題
や
業
務

の
内
容
に
よ
っ
て
各
副
会
長
が
役
割

を
分
担
し
、
会
の
活
性
化
、
財
務
、

十
年
会
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
同
時
に
正
副
会
長
・監
事

会
で
も
折
に
触
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
述
べ
て
論
じ
合
う
こ
と
を
い

た
し
ま
し
た
。

幸
い
に
、
会
の
運
営
上
は
、
財
務

の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
然
し
た
る

難
問
も
な
く
一年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
気
持
ち
で
紫

塚
同
窓
会
の
尚
一層
の
活
性
化
と
母

校
の
教
育
活
動
の
支
援
に
取
り
組
む

所
存
で
す
の
で
ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
総
会
が
、
予
定
し
て
い
た

市
内
の
会
場
の
被
災
、
頻
発
す
る
余

震
、
そ
れ
に
「自
粛
」
ム
ー
ド
等
の

た
め
に
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
栄
典

者
祝
賀
会
を
も
含
め
て
、
い
つ
も
と

異
な
っ
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
や
、
年
度
末
の
行
事
の
い
く
つ
か

も
、
中
止
な
い
し
延
期
あ
る
い
は
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
な
に
か
と
ご
不
便

や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
諸

事
情
ご
賢
察
の
上
、
ご
容
赦
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
。

創
立
百
十
周
年
事
業
等
に
関
し
ま

し
て
は
、
日
下
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一緒
の

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
で
種
々
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
伝
統
あ
る
母
校
の
更
な
る

学
校
長

東
日
本
大
震
災
の
余
震
が
残
る
中
、

被
災
地
の
一日
も
早
い
復
興
を
願
い

な
が
ら
、
第
６４
回
春
季
栃
木
県
高
等

学
校
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
野
球
部
は
、
２‐
世
紀
枠
の
最
終

選
考
に
漏
れ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

一回
戦
か
ら
快
進
撃
を
続
け
、
私
立

の
強
豪
校
を
次
々
と
破
り
な
が
ら
、

決
勝
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝

の
文
星
芸
大
附
属
高
と
の
対
戦
で
も
、

飛
躍
の
た
め
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
十
年
会
が
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
該
当
年
次
の

皆
様
が
多
数
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
支
部
の
益
々
の
ご
発
展

を
ご
期
待
申
し
上
げ
て
、
会
報
発
行

に
際
し
て
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
校
長
先
生

は
じ
め
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

森

島

堅

常
に
主
導
権
を
握
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム

を
進
め
、
５２
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。

大
会
を
通
し
て
目
に
付
い
た
の
は
、

攻
守
交
代
の
際
の
全
力
疾
走
で
し
た
。

以
前
、
沖
縄
興
南
高
校
の
我
喜
屋
監

督
が
、
「ベ
ン
チ
と
守
備
位
置
の
間

を
全
力
疾
走
す
る
の
は
、
高
校
生
ら

し
い
清
々
し
さ
を
み
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
い
ち
早
く
守
備

位
置
に
つ
く
の
は
、
次
の
バ
ッ
タ
ー

を
確
認
し
て
守
備
位
置
を
変
え
た
り
、

ビ
ッ
チ
ャ
ー
の
球
を
し
っ
か
り
見
た

り
す
る
た
め
だ
」
と
指
導
さ
れ
て
い

る
と
い
う
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
一
つ
先
の
プ
レ
ー
を
考

え
た
全
力
疾
走
」
が
、
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
着
実
に
得
点
を
重
ね
た
り
、

大
事
な
と
こ
ろ
で
相
手
の
勢
い
を
上

め
る
併
殺
プ
レ
ー
が
飛
び
出
し
た
り

し
て
、
劇
的
な
勝
利
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
優
勝
は
、
選
手
達
に
と
っ

て
、
夏
に
向
け
て
の
大
き
な
自
信
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
春
夏
連

覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
に
プ

レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
甲
子
園
ヘ

の
扉
を
こ
じ
開
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

百
十
周
年
に
向
け
て田

５２
年
ぶ
り
の
快
拳
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５
月
１４
日
ω
、
紫
塚
同
窓
会
総
会

が
、
母
校
会
議
会
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
数
年
、
市
内
・結
婚
式
場
で
の

開
催
が
続
い
た
が
、
３
月
Ｈ
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
を

考
慮
し
、
栄
典
者
祝
賀
会
は
行
わ
ず

総
会
の
み
と
な
っ
た
。
当
日
は
５２
年

ぶ
り
に
出
場
し
た
高
校
野
球
関
東
大

会
と
重
な
り
、
手
分
け
し
て
の
総
会

に
な
っ
た
が
、
多
数
出
席
さ
れ
た
。

車
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
黒
崎

教
頭
先
生
か
ら
母
校
の
現
況
等
が
報

告
さ
れ
た
。

例
年
通
り
過
年
度
の
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
監
査
報
告
及
び
新
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

本
年
は
正
副
会
長
・監
事
の
改
選

期
に
あ
た
り
、
審
議
の
結
果
次
の
よ

う
に
改
選
さ
れ
た
。
任
期
は
３
年
。

会
長
　
　
車
田
孝
夫
（一一同３
旦
留
任

副
会
長
　
大
島
栄
寿
（一日同６
里
留
任

小
林
　
怪
（一口同７
里
留
任

青
木
　
勲
曾同９
回
）留
任

井
上
成
紀
（高
１２
回
留
任

篠
崎
勝
則
（一口同１４
□
留
任

増
渕
忠
行
（一口同１６
里
留
任

神
島
仁
誓
（一日向２４
回
漸
田任

監
事
　
　
後
藤
秀
雄
（高
Ｈ
里
留
任

伊
藤
和
夫
（昔同２‐
旦
新
任

同
窓
会
総
会
の
新
聞
広
告
、
特
別

会
計
の
目
的
、
杉
並
木
基
金
、
学
校

林
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
今
回
の
高
校

野
球
の
寄
附
や
強
歩
に
対
す
る
感
想

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
過
年
度
の
栄
典
者
及

び
当
選
者
に
対
し
車
田
会
長
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
と
、
会
則
に
従
い
祝
い

金
が
贈
ら
れ
た
。

叙
勲
者
（皆
さ
ん
瑞
宝
双
光
章
）

五
味
渕
三
郎
（中
３５
回
）教
育
功
労

大
柿
　
　
勝
害
同８
回
）警
察
功
労

益
子
　
檀
三
曾
同８
ｇ
警
察
フ
万

稲
垣
　
和
恵
曾向１０
回
匡
昌察
功
労

磯
　
基
守
孝
曾同Ｈ
□
消
防
功
労

水ヽ
倉
　
成
志
書同１１
回
）消
防
功
労

当
選
（栃
木
県
議
会
選
挙
）

中
川
　
幹
雄
盆巨同２‐
回
）

相
馬
　
生畳
　
（高
２８
Ｂ

山
口
　
恒
夫
貧口向３４
回
）

縮基
謄
」得
一郎
■
高
４３
回
）

【敬
称
略
】

平
成
２３
年
２
月
１８
日
（金
）
母
校

会
議
室
で
開
催
。
出
席
者
も
増
え
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

会
議
で
は
例
年
通
り
同
窓
会
総
会

に
か
け
る
案
件
を
審
議
し
た
。

「十
年
会
」
に
、
例
え
ば
６５
歳
を

超
え
た
ら
十
年
会
該
当
年
次
で
な
く

て
も
参
加
可
能
な
形
態
に
改
め
ら
れ

な
い
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
、

会
報
が
読
ま
れ
て
い
る
状
況
調
査
を

し
て
は
ど
う
か
。
倒
木
し
た
ニ
ワ
ウ

ル
シ
の
後
継
樹
を
植
え
る
考
え
は
な

い
の
か
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

執
行
部
か
ら
、
十
年
会
の
改
革
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
は
前
向
き
に

検
討
し
た
い
が
、
記
念
植
樹
は
難
し

い
環
境
に
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

経
費
節
減
と
活
性
化
の
た
め
、
代
表

常
任
理
事
を
中
心
に
各
年
次
の
連
絡

網
整
備
な
ど
の
提
案
も
あ
っ
た
。

正
副
会
長
・監
事
の
改
選
に
つ
い

て
、
現
体
制
で
百
十
周
年
記
念
事
業

を
し
っ
か
り
遂
行
し
て
欲
し
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

監
事
１
名
の
欠
員
補
充
と
し
て
、

高
２‐
回
伊
藤
和
夫
氏
が
承
認
さ
れ
た
。

平成22年度各支部総会等報告

5月 22日 (土)紫塚同窓会矢板支部総会
矢板イースタンホテル

7月 2日 (金)県庁紫塚同窓会総会
ニューみくら

7月 16日 (金)紫塚同窓東京会役員・幹事会
品川プリンスホテル

10月 16日 (土)紫塚同窓会ゴルフ大会会長杯
那須黒羽CC

10月 23日 (土)近畿紫塚会総会
魚佐旅館

11月 5日 (金)紫塚同窓東京会総会
グランドプリンスホテル赤坂

11月 13日 (土)小り|1地区紫塚同窓会総会
みづ乃

3月 10日 (木)宇都宮紫塚同窓会総会
ホテル丸治

同窓会本部 ホームページ
・紫塚同窓会のホームページを開設します。

URL http:///www.muradou.sakura.ne.jp

機能重視、シンプル (質素堅実版)です。
是非ご覧下さい。
・お問い合わせ、ご意見などは下記まで。

c=mail:daikol@muradOuo sakura.ne.jp

理 ::

事|

会
‐‐‐

平成22年度紫塚同窓会事業報告

4月 19日 (月 )第 108回創立記念式典
(記念講演講師:高 6回 永田一郎氏)

4月 19日 (月 )監査 (後藤・加藤監事)

4月 28日 (水)第 1回正副会長監事会
5月 7日 (金)総会及び十年会第 1回準備会
5月 15日 (土)総会及び栄典者祝賀会
6月 20日 (日 )同窓会報第35号発行
7月 28日 (水)十年会第 2回準備会
8月 15日 (日 )第57回十年会

(中44、 高 2、 高12、 高22、
高32、 高42、 高52回 )

10月 14日 (木)第 1回創立110周年記念事業実行委員会
11月 18日 (木)同特別委員会
1月 21日 (金)第 2回正副会長監事会
2月 18日 (金)常任理事会
2月 28日 (月 )同窓会入会式 (高63回、235名 )

一 般 寄 付 の 御 礼
財務状況が思わしくなく、改善に頭を痛めています。終身
会費制度による会費収入も頭打ち。繰越金が年々減少してしヽ
ます。
このような中、多くの方から総額32万円の篤志寄付 (一般

寄付)を賜りました。紙面をお借りし、改めて御礼申し上げ
ます。
引き続き多くの会員の皆様からの一般寄付をお願いしたい
と存じますので、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。
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項   目 本 年 度 前 年 度 増   減 備 考
前年度繰越 1:086,482 1,483,094 ∠ゝ396,612
入  会  金 2,350,00C 2,380,00C ∠ゝ 30,00C 平成22年度事業生

の 入会黙身会替

会 費 550,00C 700,00C ∠ヽ 150,00C 同窓生の終身会費

寄 付  金 200,00C 100,00C 100,00C 寄付金

雑  収  入 613,518 516,906 96,612 会報の広告料、
利貞等

合   計 4,800,000 5,180,00C ∠ゝ380,00C

平成23年度紫塚同窓会一般会計予算
収  入

平成23年度紫塚同窓会事業計画
4月 19日 (火)第 109回創立記念式典
4月 19日 (火)監査
5月 14日 (土)同窓会総会
6月 1日 (水)十年会準備会 (第 1回 )

6月 20日 (月 )同窓会報第36号発行
7月 28日 (木)十年会準備会 (第 2回 )

8月 15日 (月 )第58回十年会
随時     正副会長監事会
平成24年
2月 下旬   常任理事会
2月 29日 (水)同窓会入会式 (高64回 )

:ぬe丼上眼科医院
井 上 成 紀 (高12回 )

〒324-0051大田原市山の手1-2-1180287-22-2514

出

平成22年度紫塚同窓会一般会計決算報告
1.1又 入

平成23年度各支部総会
紫塚同窓会矢板支部総会   5月 21日 (土 )

矢板イースタンホテル
県庁紫塚同窓会総会 7月 5日 (火 )

紫塚同窓東京会役員・幹事会 7月 16日 (土 )

品川プリンスホテル
近畿紫塚同窓会総会     10月 22日 (土 )

紫塚同窓東京会総会     11月 4日 (金 )

品川プリンスホテル
小川地区紫塚同窓会総会   11月 12日 (土 )

宇都宮紫塚同窓会総会    平成24年 3月

項   目 予  算 収   入 増   減 備   考
前年度繰越 1,483,094 1,483,094 0

入  会  金 2,380.000 2,380,00( 0 十 p」lzl年 度午 未壁
の 入全怒 身会書

費 700,000 550,00( ∠ゝ 150,00( 同窓生の終身会費

寄  付  金 100,000 320,75C 220,75( 一般寄付

雑  収 入 516,906 675,90( 159,00C =歌 の ム 吉 科 、
漁1自 笙

収 入合計 5,180,000 5,409,75C 229,75C

項 目 本 年 度 前 年 度 増  減 備   考
創立記念費 230,000 200,000 30,00C
総  会  費 200,00( 200,00C 打聞への広言掲載、

案内曇著等

十 年 会 費 500,00( 500,00C C 栗 内 次 の 郵 送 、
嶺 虐 登 彗 装

会 議  費 50,00C 100,000 ∠ゝ 50,00C 常任理事会等の
経替

通  信  費 50,00C 50,000 0 常仕理事 会の案
^葉書等

‐ 報 1,450,00C 1,400,00( 50,000 箸 黎 の ■1■1・
瓢 長 等

卒業褒賞補助 100,00C 100,00( 0 午 栗 JL晉ホ ル ダー

母校活動補助 600,00C 600,00( 0

慶  弔 費 450,00C 450,00( 0 祝い金、香典等

支部会等補助 450,000 450,00( 文 司 家ヽ ・ 同 期 貧 へ
の 織 肋 全

旅 費 300,000 330,00( ∠ゝ  30,00( 又 司 奮ゝ  l●棚 言 山

事  務  費 50,000 100,00C ∠ゝ 50,00( 消耗品等

事 業 積 立 240,000 240,00C 110周 年 に向けて
の稽立

雑 費 50,000 70,00C ∠ゝ 20,00C 郵便振替手数料等

予 備  費 80,000 390,00C ∠ゝ310,00C
合   計 4,800.000 5,180,00C ∠ゝ380,00C

項   目 予   算 支   出 残   額 備  考
創立記念費 200,00( 214,760 ∠ゝ 14,760 請帥へのjar不し、

■宕思合隼

総  会  費 200,00( 226,480 ∠ゝ 26,480 務聞への広告掲載、
案内糞書筆

十 年 会 費 500,00( 458,355 41,645 案 内状 の那送 、
涌信糞書等

会 議  費 100,00( 6,576 93,424 需仕 期
'会
等 の

経 着

通  信  費 50,00( 47,09C 2,910 用生客 内輩雲筆

報 1,400,00C 1,434,401 ∠ゝ 34,407
卒業褒賞補助 100,00C 100,00( 平 茉 証 書 ホ ル ダ ー

什 全 の 希 ‖h

母校活動補助 600,00C 600,00( 取亦 屎男丁響,、 ヒ ツ
ケ ル等

慶  弔  費 450,00C 335,72( 114,28( 祝い金、香典等

支部会等補助 450,00C 420,00( 30,00(
旅 費 330,00C 215,58[ 114,41[ 席 に伴 うな輛著彗

事  務 費 100,00C 10,59[ 89,40[ 消耗品等

基 金 積 立 240,00C 236.00( 110周 年 に同 け て
の結寺

雑 費 70,00C 17,70C 52,30C 郵使振替手数料等

予 備 費 390,000 390,00C
支 出合計 5,180,000 4,323,268 856,732

平成22年度紫塚同窓会特別会計 (基金)決算報告

収  入  額 21,437,217 繰越金、預金利息

支  出 額
残 額 21,437,217

平成22年度紫塚同窓会110周年記念事業積立決算報告
収  入  額 711,183 繰越金、基金積立、預金利息

支  出 額
残 額 711,183 利息
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紫
塚
同
窓
東
京
会

副
会
長
　
春
原
正
三
郎
（高
２０
□

第
５８
回
東
京
会
総
会
が
２
０
１
０

年
Ｈ
月
５
日
（金
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
に
て
開
催
さ
れ
た
。

東
大
教
授
。溝
口
勝
氏
（高
３０
回
）

の
「食
の
安
全
と
生
産
者
を
守
る
農

地
情
報
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

の
講
演
は
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー
を
交

え
て
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
総
会
は

会
長
挨
拶
、
会
員
活
動
名
簿
作
成
報

上回、
事
業
・財
務
報
告
、
監
査
報
告
、

新
執
行
部
役
員
案
（会
長
、
副
会
長

‐５
ヽ
監
事
２
）
等
が
承
認
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
本
部
車
田
会
長
、

森
島
校
長
、
大
女
高
千
草
会
山
本
東

京
支
部
長
、
み
ん
な
の
党
渡
辺
喜
美

代
表
を
始
め
、
多
く
の
来
賓
か
ら
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

恩
師
渡
辺
光
男
先
生
（高
１１
回
卒
、

国
語
担
当
、
テ
ニ
ス
部
顧
問
）
を
囲

む
卒
業
生
が
多
く
出
席
し
た
。
懇
親

会
へ
の
参
加
は
、
昭
和
２２
年
卒
業
か

ら
平
成
の
卒
業
生
ま
で
、
広
範
囲
で

あ
っ
た
（１
１
０
余
名
）
。
先
輩
方

は
、
現
役
で
活
躍
す
る
後
輩
の
姿
を

見
て
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
、
う
れ

し
そ
う
に
歓
談
さ
れ
て
い
た
。
総
会

の
み
で
な
く
ゴ
ル
フ
会
や
異
業
種
交

流
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

ち
ら
に
も
是
非
参
加
さ
れ
た
い
。

母
校
の
選
抜
２‐
世
紀
枠
の
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
た
野
球
部
の
活
躍
は
卒
業

生
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
神
奈
川
大
の
小
堀
佑
真

君
、
東
京
学
芸
大
の
斎
藤
勇
人
君
が

正
月
の
箱
根
駅
伝
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
、
特
に
神
奈
川
大
の
小
堀
君
は
復

路
７
区
で
区
間
５
位
の
立
派
な
成
績

で
、
テ
レ
ビ
に
は
出
身
校
大
田
原
高

校
の
名
が
出
た
。
ま
た
、
都
道
府
県

対
抗
駅
伝
大
会
で
は
順
天
堂
大
の
的

場
亮
太
君
が
３
区
に
出
場
、
栃
木
県

初
優
勝
に
導
い
た
。

創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
東
京
会
は
一致
協
力
し
、
母
校
発

展
の
た
め
活
発
な
活
動
を
致
し
ま
す
。

さ
さ
や
か
で
す
が
母
校
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
応
援
し
ま
す
。

会
長
　
大
島
栄
寿
盆局
６
回
）

五
月
晴
れ
の
５
月
１９
日
、
第
１９
回

紫
塚
同
窓
東
京
会
「春
の
ゴ
ル
フ
会
」

が
千
葉
夷
隅
Ｇ
Ｃ
で
実
施
さ
れ
た
。

大
震
災
の
余
韻
も
あ
っ
て
、
や
や
少

な
い
１８
名
が
参
加
さ
れ
た
。

母
校
野
球
部
の
５２
年
ぶ
り
の
県
大

会
優
勝
を
祝
い
、
関
東
大
会
出
場
と
、

こ
の
夏
、
甲
子
園
出
場
を
目
指
す
た

め
に
少
し
で
も
支
援
し
よ
う
と
参
加

者
一人
千
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
で
、

さ
さ
や
か
で
す
が
３
万
８
千
円
の
寄

付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

近
畿
紫
塚
会

会
長
　
八
木
沢
武
雄
貧口同１０
回
）

７５
回
の
歴
史
あ
る
近
畿
紫
塚
会
。

大
阪
府
、
滋
賀
県
、
京
都
府
と
巡
回

し
な
が
ら
会
を
重
ね
、
節
目
の
今
年

は
奈
良
県
が
会
場
に
な
り
ま
し
た
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
行
事
が

あ
り
、
会
場
や
宿
泊
場
所
の
確
保
が

出
来
る
か
ど
う
か
が
今
回
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
と
、
切
な
る
思
い

で
４
月
４
日
か
ら
準
備
に
掛
か
り
ま

し
た
。

８
名
の
役
員
が
近
鉄
奈
良
駅
に
集

合
し
、
猿
沢
池
の
南
に
位
置
す
る

「魚
佐
旅
館
」
に
打
診
し
た
結
果
、

了
承
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
此
処
は
毎

年
高
校
ラ
グ
ビ
ト
選
手
権
で
栃
木
県

代
表
「國
學
院
栃
木
高
校
」
が
宿
泊

す
る
旅
館
で
、
激
励
会
に
何
度
か
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
馴
染
の
場
所
で
す
。

第
７５
回
近
畿
紫
塚
会
・千
草
会
近
畿

支
部
合
同
同
窓
会

平
成
２２
年
１０
月
２３
日
、
魚
佐
旅
館

で
開
催
。
紫
塚
同
窓
会
本
部
か
ら
車

田
会
長
、
森
島
校
長
、
田
代
先
生
、

千
草
会
か
ら
堀
江
会
長
代
理
、
川
俣

大
女
高
校
長
、
東
海
林
先
生
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
紫
塚
会
１３
名
、

千
草
会
近
畿
支
部
２
名
、
近
畿
地
区

大
学
生
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

車
田
会
長
か
ら
百
十
周
年
記
念
事

業
に
向
け
た
名
簿
発
行
等
の
状
況
説

明
が
あ
り
、
森
島
校
長
か
ら
は
平
成

２３
年
春
の
選
抜
高
校
野
球
選
手
権
に

２‐
世
紀
枠
で
選
ば
れ
そ
う
で
あ
る
旨

の
話
が
あ
り
、
出
席
者
一同
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
渡
辺
真

也
君
が
大
学
院
を
卒
業
さ
れ
、
大
阪

に
本
拠
地
の
あ
る
会
社
に
就
職
。
今

後
大
い
に
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

親
睦
ゴ
ル
フ

近
畿
紫
塚
会
有
志
に
よ
る
ゴ
ル
フ

を
３
回
実
施
。
４
月
１３
日
、
六
甲
カ

ン
ト
リ
ー
、
５
月
１７
日
、
随
縁
カ
ン

ト
リ
ー
、
９
月
２
日
、
ア
リ
ジ
カ
ン

ト
リ
ー
で
楽
し
ん
だ
。

第
９
回
紫
塚
Ｇ
Ｆ
ク
ラ
ブ
大
会
に

は
、
近
畿
紫
塚
会
よ
り
西
岡
尊
氏

（高
７
回
）
八
木
沢
の
２
名
が
出
場
。

故
郷
で
の
プ
レ
ー
は
何
物
に
も
代
え

が
た
い
強
い
印
象
が
残
り
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行

前
述
の
紫
塚
Ｇ
Ｆ
ク
ラ
ブ
大
会
で

一緒
に
回
っ
た
同
級
生
の
池
田
千
尋

君
、
大
野
庚
君
と
高
校
の
修
学
旅
行

の
「や
り
な
お
し
旅
行
」
を
し
よ
う

と
話
が
纏
ま
り
、
１１
月
４
７
６
日
、

和
歌
山
県
白
浜
温
泉
、
奈
良
市
の
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
会
場
を
訪

ね
た
の
で
す
。

大
田
原
高
校
の
益
々
の
発
展
を
祈

り
、
千
草
会
と
の
連
携
や
定
例
行
事

を
利
用
し
な
が
ら
近
畿
紫
塚
会
を
盛

り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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宇
都
宮
紫
塚
同
窓
会

副
会
長
　
笹
沼
　
収
盆口同９
回
）

宇
都
宮
紫
塚
同
窓
会
（会
長
・青

木
勲
）
は
３
月
１０
日
、
宇
都
宮
市
内

の
ホ
テ
ル
で
平
成
２２
年
度
の
総
会
を

開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
黒
崎
教
頭
先
生
、
増

渕
同
窓
会
副
会
長
、
な
ら
び
に
大
島

東
京
会
会
長
が
出
席
さ
れ
た
。

会
の
悩
み
は
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
脱
会
者
が
多
い
こ
と
、
若
い
会
員

の
入
会
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
魅
力
的
な

組
織
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

県
庁
紫
塚
同
窓
会

世
話
人
　
細
川
智
彦
曾同３９
回
）

始
め
に
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
、
被
害
さ
れ
た
皆
様
、
そ

の
ご
家
族
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
、　
一日
も
早
い
復
旧
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
県
庁
紫
塚
同
窓
会
は
、
会

員
相
互
の
連
絡
と
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
県
庁
に
在
職
す
る
大

高
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
２２
年
度
は
、
新
た
に
５
名
の
新
規

採
用
職
員
を
仲
間
に
加
え
、
会
員
数

は
２
６
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

２２
年
度
総
会
は
、
５‐
名
の
出
席
を

得
て
、
７
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
薄

井
仁
一氏
（保
健
福
祉
部
薬
務
課
長
）

が
会
長
に
、
高
野
昌
之
氏
（県
北
県

民
セ
ン
タ
ー
所
長
）
及
び
岩
波
定
美

氏
（教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
）

が
副
会
長
に
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
ま
で
本
会
会
長
を
務
め

ま
し
た
手
塚
道
広
氏
（前
監
査
委
員

事
務
局
監
査
課
長
）
と
副
会
長
を
務

め
た
宮
崎
一義
氏
（前
参
事
兼
大
田

原
土
木
事
務
所
長
）
は
、
顧
間
に
推

挙
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
以
外
で
は
、
ご
多
忙

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
島
堅
二
校

長
先
生
お
よ
び
車
田
孝
夫
紫
塚
同
窓

会
長
に
も
御
出
席
い
た
だ
き
、
母
校

の
近
況
や
同
窓
会
の
最
近
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
だ
い
た
他
、

今
回
初
め
て
、
大
田
原
高
校
出
身
で

あ
る
天
鷹
酒
蔵
の
尾
崎
宗
範
社
長
に

も
御
出
席
い
た
だ
き
、
い
っ
と
き
の

間
、
地
元
大
田
原
の
銘
酒
に
出
席
者

全
員
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
母
校
が
教
え
て
く
れ

た
「質
実
剛
健
」
「質
素
堅
実
」
の

教
訓
を
胸
に
、
県
北
を
リ
ー
ド
し
、

「元
気
度
日
本
一　
栃
木
県
」
の
実

現
を
目
指
し
、
今
後
も
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
大
田

原
高
校
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
、
近
況
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

紫
塚
同
窓
会
小
川支
部

支
部
長
　
森
嶋
信
二
全口同１４
回
）

課
題
は
「新
会
員
」
の
加
入

総
会
は
、
毎
年
１１
月
第
２
土
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
平
成
２２
年
度
は

■
月
１３
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
、
森
島
校
長
先
生
と
古
澤
費

先
生
を
お
迎
え
し
、
支
部
長
挨
拶
、

来
賓
挨
拶
に
続
き
、
満
８０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
長
寿
者
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
森
島
校
長
先
生
の
挨
拶

を
兼
ね
た
学
校
報
告
で
、
大
高
が
春

の
選
抜
甲
子
園
で
「２‐
世
紀
枠
」
出

場
の
候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、

会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
総

会
は
終
了
し
、
懇
親
会
に
移
り
ま
し

た
。最

近
の
懇
親
会
で
は
、
「な
ぜ
若

い
人
が
支
部
活
動
に
参
加
し
な
い
の

か
」
が
話
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。
小
川
支
部
は
、
卒
業
生
の
数
で

は
９０
名
を
越
え
ま
す
が
、
会
費
を
払
っ

て
い
る
会
員
は
わ
ず
か
３０
名
足
ら
ず

で
す
。
い
つ
も
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
が

固
定
さ
れ
、
い
さ
さ
か
新
鮮
味
に
欠

け
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
そ
こ
で
、

お
互
い
が
顔
を
見
な
が
ら
、
「新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
欲
し
い
な
―
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

長
い
歴
史
を
誇
る
小
川
支
部
が
、

今
後
益
々
発
展
す
る
た
め
に
は
、
是

非
、
新
し
い
会
員
の
加
入
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
懇
親
会
で
の
結
論
は
、

是
非
と
も
皆
で
若
い
人
を
連
れ
て
き

て
、
支
部
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
は
、
思
う
よ
う
に
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
若
い
人
は
「人
の
集
ま
り
」

や
「イ
ユ
一ケ
ー
ン
ョ
ン
」
や
「先

輩
と
の
会
話
」
な
ど
興
味
が
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
諦
め
ず
に
今
後
と
も

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

紫
塚
同
窓
会
矢
板
支
部

支
部
会
長
　
瀬
尾
欣
右
金口同７
回
）

矢
板
支
部
は
、
多
く
の
市
内
在
住

卒
業
生
の
声
を
受
け
て
、
平
成
１７
年

１
月
の
設
立
総
会
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

設
立
後
６
年
余
り
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。

現
在
の
会
員
は
、
市
内
に
在
住
す

る
昭
和
１７
年
・中
学
３６
回
か
ら
平
成

６
年
。高
校
４６
回
ま
で
の
約
３
０
０

人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
設
立
後
、

毎
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
等
を

議
案
と
し
て
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
は
、
５
月
２２
日
市
内

の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
大
田
原
高
校

か
ら
森
島
校
長
先
生
を
お
招
き
し
て

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終

了
後
に
は
、
森
島
校
長
先
生
よ
り
、

「文
武
両
道
」
と
題
し
て
の
特
別
講

演
が
行
わ
れ
、
ご
自
身
の
柔
道
に
取

り
組
ま
れ
た
経
験
を
も
と
に
し
た
貴

重
な
お
話
を
賜
り
、
参
加
し
た
会
員

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

同
窓
生
同
士
が
一年
ぶ
り
又
は
数
年

ぶ
り
に
再
会
し
、
旧
交
を
温
め
る
と

と
も
に
、
今
回
か
ら
、
卒
業
後
間
も

な
い
２０
代
の
若
い
会
員
が
参
加
し
た

こ
と
も
あ
り
、
世
代
を
超
え
た
同
窓

の
輪
を
広
げ
て
の
多
く
の
語
ら
い
の

も
と
、
楽
し
く
、
か
つ
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
の
定
期
総
会
は
５
月

２‐
日
に
、
大
田
原
高
校
よ
り
森
島
校

長
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催
す
る
予

定
で
、
さ
ら
に
、
特
別
講
演
と
し
て
、

日
々
輝
学
園
高
等
学
校
校
長
長
嶋
晟

一先
生
よ
り
講
話
を
賜
る
予
定
で
す
。
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最
後
の十
年
会
と
同
期
会

三
本
木
・武
金局
２
Ｅ

平
成
２２
年
度
の
紫
塚
同
窓
会
十
年

会
（第
５７
回
）
は
、
例
年
通
り
５
月

と
７
月
の
２
回
に
渡
る
準
備
会
を
経

て
８
月
１５
日
午
後
３
時
か
ら
５
時
半

ま
で
大
田
原
市
中
田
原
の
新
規
会
場

「Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
年
次
は
高
２
回
（旧

制
中
４４
回
含
む
）
、
高
１２
回
、
高
２２

回
、
高
３２
回
、
高
４２
回
、
高
５２
回
で
、

全
体
会
へ
の
出
席
者
は
１
４
３
名
、

そ
れ
に
恩
師
や
同
窓
会
役
員
、
大
高

職
員
な
ど
が
加
わ
り
総
計
１
６
５
名

が
参
加
し
て
盛
大
か
つ
賑
や
か
に
行

な
わ
れ
た
。

私
達
は
昭
和
１９
年
４
月
に
旧
制
中

学
へ
入
学
し
、
２
年
生
の
８
月
に
終

戦
を
迎
え
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
教

育
制
度
の
改
正
が
あ
り
新
制
高
校
に

編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
２４
年

３
月
卒
業
（大
田
原
に
５
年
間
通
学
）

が
旧
制
中
４４
回
、
２５
年
３
月
卒
業

（６
年
間
通
学
）
が
新
制
高
校
第
２

回
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
旧
中
４４
回
と
高
２
回
の
卒

業
生
が
一
緒
に
な
っ
て
「竜
北
会

（会
長
高
安
謙
吉
）
」
を
結
成
し
５

年
に
１
回
大
田
原
と
東
京
が
交
互
に

幹
事
と
な
り
十
年
会
の
合
間
に
「竜

北
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

私
達
に
は
こ
の
十
年
会
と
「竜
北

会
」
が
最
後
の
集
会
に
な
る
の
で
、

同
期
生
に
は
出
来
る
だ
け
大
勢
出
席

し
て
貰
お
う
と
高
安
会
長
に
は
地
元

大
田
原
地
区
の
同
期
生
に
、
私
（東

京
幹
事
）
は
東
京
地
区
の
約
５０
名
の

同
期
生
に
対
し
て
電
話
に
よ
る
出
席

勧
誘
作
戦
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
出
席
者
は
合
計
２‐
名

（地
元
８
名
、
東
京
１３
名
）
と
な
っ

た
。
こ
の
う
ち
十
年
会
に
は
Ｈ
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

電
話
で
の
欠
席
者
は
脳
梗
塞
や
心

疾
患
に
罹
り
身
体
不
自
由
で
歩
行
困

難
な
人
が
多
く
、
こ
の
人
達
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
大
変
良
か
っ

た
が
一抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
た
。

「竜
北
会
」
は
那
須
野
ヶ
原
温
泉

ホ
テ
ル
「ア
オ
キ
」
で
、
十
年
会
に

出
席
し
た
７
名
と
現
地
集
合
の
Ｈ
名

の
合
計
１８
名
（う
ち
藤
田
忠
君
の
夫

人
を
含
む
）
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

君
島
清
太
幹
事
の
司
会
進
行
に
よ
り

午
後
７
時
か
ら
始
ま
っ
た
。

ま
ず
高
安
会
長
か
ら
「こ
の
ホ
テ

ル
は
本
日
病
欠
の
伴
弘
毅
幹
事
（元

大
高
校
長
）
が
昨
年
か
ら
予
約
し
て

い
た
所
で
、
今
日
は
飲
み
放
題
と
な
っ

て
お
り
時
間
の
許
す
限
り
思
う
存
分

語
り
合
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
、
藤

田
忠
君
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
飲
食
し

乍
ら
出
席
者
の
自
己
紹
介
に
入
る
。

皆
さ
ん
が
酔
う
前
に
私
か
ら
「十

年
会
と
竜
北
会
は
本
日
を
以
っ
て
解

散
す
る
」
と
官
一言
し
、
今
後
の
同
期

会
は
地
元
、
東
京
と
も
希
望
が
あ
れ

ば
別
々
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

宴
会
は
出
席
者
の
自
己
紹
介
に
質

問
が
飛
び
出
す
や
ら
、
若
き
日
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
い
て
宴
も
酎
と
な

り
、
紅
一点
の
藤
田
夫
人
が
加
わ
つ

て
更
に
華
や
か
さ
を
増
し
「最
後
の

宴
会
」
に
相
応
し
い
一夜
を
時
間
も

忘
れ
て
楽
し
ん
だ
。
予
定
時
間
を
大

幅
に
超
過
し
校
歌
を
歌
う
暇
も
な
く

宴
会
場
を
追
い
出
さ
れ
、
各
部
屋
に

移
っ
て
深
夜
ま
で
飲
み
語
り
合
っ
て

い
た
。
来
年
８０
才
と
な
る
老
人
と
は

思
え
ぬ
ほ
ど
元
気
だ
。
戦
中
派
人
間

と
言
わ
れ
る
所
以
だ
ろ
う
か
。

一夜
明
け
て
翌
日
は
早
起
き
し
朝

湯
に
入
り
昨
夜
の
疲
れ
を
取
っ
て
各

自
で
朝
食
を
済
ま
せ
、
健
康
で
再
会

し
よ
う
と
誓
っ
て
自
由
解
散
し
た
。

最
後
に
本
会
の
設
営
に
ご
尽
力
を

頂
い
た
車
田
同
窓
会
長
は
じ
め
森
島

校
長
と
田
代
先
生
、
篠
崎
・増
渕
両

副
会
長
お
よ
び
関
係
職
員
に
対
し
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
す
。

校
歌
斉
唱
の
感
動
を
再
び

佐
藤
　
莞
治
盆一同１２
回
）

第
５７
回
を
数
え
た
十
年
会
全
体
会

の
幹
事
役
４
名
は
、
開
会
１
時
間
前

の
１４
時
に
市
内
の
結
婚
式
場
に
集
合

し
た
。
約
２
４
０
に
配
し
た
案
内
状

に
比
し
参
加
者
は
３０
名
に
満
た
な
か
っ

た
が
、
閉
塞
感
の
強
い
こ
の
時
代
に

遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
多
か
っ
た
の

が
喜
び
だ
っ
た
。
開
会
時
間
が
迫
る

に
つ
れ
て
各
年
次
の
参
加
者
も
続
々

と
集
合
し
会
場
は
再
会
の
喜
び
と
興

奮
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
定
刻
３

時
、
恩
師
入
場
と
同
時
に
開
会
と
な

り
、
同
窓
会
長
、
学
校
長
の
挨
拶
な

ど
が
粛
々
と
進
行
し
、
高
２
回
代
表

の
乾
杯
で
懇
親
会
に
入
っ
た
。
各
年

次
の
恩
師
が
夫
々
の
テ
ー
ブ
ル
に
着

く
。
突
然
耳
に
入
っ
て
く
る
爆
笑
が

全
体
会
の
雰
囲
気
を
物
語
っ
て
い
た
。

在
校
し
た
３
年
間
を
振
り
返
る
と

昭
和
３２
年
５
月
、
東
京
・有
楽
町
に

「そ
ご
う
」
開
店
「有
楽
町
で
逢
い

ま
し
ょ
う
」
が
一世
を
風
靡
し
、
３３

年
の
３
月
、
３
３
３
メ
ー
ト
ル
の
電

波
塔
「東
京
タ
ワ
ー
」
が
完
成
、
翌

年
４
月
皇
太
子
殿
下
の
ご
成
婚
、
３５

年
１
月
、
新
日
米
安
全
保
障
条
約
調

印
、
同
月
２５
日
、
本
校
講
堂
兼
体
育

館
落
成
記
念
・創
立
６０
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
し
て
卒
業
し
た
。

懇
親
会
が
最
高
潮
に
達
し
、
校
歌

斉
唱
と
な
っ
た
。　
一同
起
立
。

若
き
命
の
感
激
は
・
・
・に
始
ま

り
・
・わ
れ
ら
の
志
操
自
由
清
新
と

歌
っ
て
い
た
時
、
突
然
熱
い
も
の
が

込
み
上
げ
て
来
た
。
戦
後
の
黎
明
期

に
入
学
し
、
多
く
の
恩
師
朋
友
と
の

出
会
い
が
自
分
の
原
点
で
も
あ
る
。

大
高
と
の
絆
が
よ
り
強
ま
っ
た
こ
と

を
実
感
し
た
。
新
た
な
１０
年
後
に
再

会
し
、
校
歌
斉
唱
が
叶
う
と
し
た
ら

こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

同
級
生
の
絆

和
泉
　
卓
哉
全口同２２
回
）

今
回
の
十
年
会
に
は
、
特
別
な
意

味
合
い
が
有
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

同
級
生
の
森
島
堅
二
君
が
母
校
の
校

長
先
生
を
勤
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
ん
な
奇
遇
が
有
る
で
し
ょ

う
か
。
「彼
の
た
め
に
も
な
る
べ
く

多
く
の
同
期
生
を
集
め
た
い
。」準
備

会
に
集
ま
っ
た
理
事
全
員
の
思
い
で

し
た
。
そ
の
結
果
、
全
体
会
で
は
一

番
多
い
３９
名
の
出
席
を
得
ら
れ
ま
し
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た
。
目
標
は
も
う
少
し
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
身
内
の
初
盆
な
ど
で
来
ら

れ
な
か
っ
た
仲
間
が
多
数
い
た
結
果

で
し
た
。

恩
師
河
又
恭
一先
生
を
囲
ん
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

会
の
終
わ
り
頃
に
な
り
ま
し
た
が
、

忙
し
く
て
来
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い

た
渡
辺
喜
美
君
も
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
衆

議
院
議
員
で
、
今
絶
好
調
の
「み
ん

な
の
党
」
の
代
表
で
す
。
当
日
も
東

京
で
Ｔ
Ｖ
撮
り
を
し
て
の
出
席
で
し

た
。
彼
の
登
場
で
同
窓
会
も
い
っ
そ

う
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

同
級
生
に
国
会
議
員
や
母
校
の
校

長
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
活

躍
し
て
い
る
仲
間
が
い
る
。
そ
し
て

彼
ら
に
負
け
な
い
よ
う
に
自
分
も
頑

張
ろ
う
と
、
新
た
な
目
標
が
持
て
る
。

同
級
生
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

場
所
を
同
級
生
の
経
営
す
る
「の

ん
き
」
に
変
え
て
の
同
期
会
は
、
更

に
昔
話
に
花
が
咲
き
、
多
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
次
回
の
再

会
を
約
束
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
同
級
生
の
絆
を
深
め
る

た
め
に
、
会
う
機
会
を
頻
繁
に
設
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

森
　
明
男
盆ロロ３２
□

私
達
に
と
っ
て
今
回
の
十
年
会
は

通
算
３
度
目
に
な
り
ま
す
。
５０
歳
を

目
前
に
控
え
、
髪
に
は
白
い
も
の
が

目
立
つ
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
同
級
生

の
消
息
も
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
、

当
日
の
十
年
会
に
は
３３
名
の
仲
間
が

集
い
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
方
か
ら

は
渡
辺
光
男
先
生
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
の
頃
と
ほ
と
ん
ど
お

変
わ
り
な
く
お
元
気
な
先
生
の
近
況

な
ど
も
伺
い
な
が
ら
、
高
校
時
代
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

多
趣
味
な
渡
辺
先
生
が
、
ギ
タ
ー
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
お
聞
き
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
衰
え
ぬ
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
に
私
た
ち
は
感
銘
と
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。

場
所
を
「い
わ
い
や
」
に
移
し
た

同
期
会
に
は
、
な
ん
と
６７
名
が
参
加
。

桜
岡
賢
治
君
の
名
司
会
で
近
況
を
報

告
し
あ
っ
た
り
、
思
い
出
を
語
り
合
っ

た
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
す
っ
か
り

落
ち
着
い
て
職
場
で
は
中
堅
と
し
て

卒
業
か
ら
３０
年

２
度
目
の
十
年
会

活
躍
し
て
い
る
よ
う
で
、
時
の
流
れ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
閉
会
し
ま
し
た
。

次
に
会
う
の
は
１０
年
後
？
い
や
い

や
、
そ
ん
な
先
の
こ
と
で
は
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
今
回
の
集

い
を
企
画
・運
営
す
る
上
で
大
変
尽

力
し
て
く
れ
た
後
藤
伸
一君
や
、
矢

吹
典
久
君
が
新
し
い
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
楽
し
な
で
す
。

森
切
　
一元
害
同４２
里

我
々
に
と
っ
て
２
度
目
の
十
年
会

は
恩
師
の
鈴
木
卓
雄
先
生
、
佐
藤
貴

先
生
、
小
堤
正
三
先
生
、
江
連
一典

先
生
を
お
迎
え
し
、
参
加
者
１３
名
と

盛
大
と
は
い
か
な
く
と
も
和
気
語
々

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
の
恩
師
を
囲

ん
で
の
全
体
会
で
は
、
は
じ
め
は
な

ん
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
空
気
も

話
す
つち
に
２０
年
前
の
我
々
へ
と
戻
っ

て
い
き
、
遂
に
は
当
時
の
あ
だ
名
で

呼
び
合
う
よ
う
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
１０
年
前
の
全
体
会
は

未
だ
母
校
の
第
一体
育
館
で
実
施
し

て
お
り
、
夏
休
み
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
校
舎
内
に
い
る
後
輩
に
声
を
掛
け

た
り
、
教
室
を
見
学
し
た
り
と
、
い

ろ
い
ろ
と
様
変
わ
り
を
し
て
し
ま
っ

た
母
校
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

二
次
会
は
、
１
名
が
都
合
で
全
体

会
の
み
で
帰
り
ま
し
た
が
、
恩
師
江

連
、
鈴
木
両
先
生
の
ほ
か
３
名
の
同

窓
生
が
都
合
を
繰
り
合
わ
せ
て
合
流

し
、
計
１７
名
で
奈
良
ス
ポ
ー
ツ
前
の

「楽
て
ん
」
で
尽
き
ぬ
話
に
話
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
１０
年
前
鹿
島
で
富
川

学
年
主
任
も
迎
え
て
の
会
で
は
、
仕

事
や
大
学
の
話
が
話
題
の
中
心
で
し

た
が
、
な
ぜ
か
今
回
の
話
題
の
中
心

は
健
康
診
断
…
お
互
い
だ
い
ぶ
お
腹

周
り
が
気
に
な
り
だ
し
て
き
た
年
頃

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

３９
歳
と
い
う
年
齢
で
、
お
互
い
仕

事
や
家
庭
に
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
の
で
、
今
回
の
参
加
数
は
あ

ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１０

年
後
の
再
会
を
期
し
て
の
散
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
次
回
は
も
っ
と
よ
り

多
く
の
友
人
と
高
校
時
代
の
雰
囲
気

を
味
わ
お
う
と
思
い
ま
す
。

恩師
たち
の笑顔
を見
て

三
好
　
拓
也
全・同５２
回
）

母
校
を
卒
業
し
て
か
ら
１０
年
目
の

夏
、
初
め
て
の
十
年
会
に
参
加
し
ま

し
た
０
久
々
に
懐
か
し
い
旧
友
や
恩

師
と
再
会
で
き
、
貴
重
な
一日
と
な

り
ま
し
た
。́
恩
師
と
は
、
気
恥
ず
か

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
盃
を
酌
み
交

わ
し
ま
し
た
。

在
学
中
の
私
は
、
優
等
生
に
は
遠

く
及
ば
な
い
超
平
凡
な
生
徒
で
し
た
。

大
学
進
学
の
目
標
も
漠
然
と
し
、
前

途
を
考
え
挫
折
や
苦
悩
、
不
安
の
毎

日
で
し
た
。
自
分
自
身
の
不
甲
斐
な

さ
か
ら
苛
立
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

時
に
は
思
春
期
独
特
の
、
大
人
へ
の

不
満
や
不
信
感
か
ら
授
業
中
に
居
眠

り
を
し
た
り
、
与
え
ら
れ
た
課
題
の

提
出
を
拒
否
し
た
り
、
生
意
気
な
態

度
や
言
葉
で
指
導
に
反
発
も
し
ま
し

た
。
当
時
お
か
け
し
た
数
々
の
無
礼

な
言
動
が
、
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
恩
師
は
笑
顔
で
盃
を
酌

み
交
わ
し
て
く
だ
さ
り
、
当
時
の
過

ち
な
ど
少
し
も
気
に
と
め
ず
、
大
ら

か
な
心
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
私
の
中
の
モ
ヤ
は
一瞬
に

し
て
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

時
と
し
て
教
師
と
生
徒
の
間
に
は
、

管
理
す
る
側
と
、
さ
れ
る
側
の
立
場

の
違
い
が
生
じ
る
も
の
で
す
。
恩
師

た
ち
は
そ
の
不
満
や
反
発
を
寛
大
に

受
け
止
め
、
あ
る
べ
き
方
向
に
導
く

大
切
な
心
、
姿
勢
を
当
時
か
ら
お
持

ち
で
い
ら
し
た
こ
と
を
改
め
て
知
り

ま
し
た
。
恩
師
の
笑
顔
、
懐
の
大
き

さ
、
深
さ
を
改
め
て
見
習
い
た
い
、

と
素
直
に
思
い
ま
し
た
。

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
も
う
一
つ

言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

「人
は
、
最
後
は
人
格
で
決
ま
る
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
職
場
の
先
輩
か

ら
教
え
ら
れ
ま
ｔ
た
。
私
は
現
在
、

子
ど
も
た
ち
を
教
え
諭
す
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
先
輩
は
、
「ひ
と
り
の

子
ど
も
の
人
生
を
大
き
ぐ
変
え
、
あ

る
べ
き
方
向
へ
導
く
力
が
あ
る
優
秀

な
職
員
で
も
、
発
す
る
言
葉
の
裏
側

に
人
格
が
伴
わ
な
け
れ
ば
ヽ
そ
の
子

ど
も
は
決
し
て
そ
の
言
葉
に
耳
を
貸

さ
な
い
だ
ろ
う
。」と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
同
じ
よ
う
に
教
師
は
「人
格

が
伴
わ
な
け
れ
ば
ヽ
生
徒
を
学
問
の

魅
力
に
引
き
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。」

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

恩
師
の
笑
顔
に
は
人
を
惹
き
つ
け
る

魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
笑
顔
で

子
供
た
ち
に
接
し
た
い
。

１０
年
後
、
２
回
目
の
十
年
会
で
お

会
い
す
る
時
に
は
今
よ
り
も
成
長
し
、

笑
顔
で
旧
友
た
ち
や
恩
師
に
お
会
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
２６
回
８５
キ
ロ
強
歩

第
２６
回
強
歩
は
、
平
成
２３
年
３
月

Ｈ
日
に
お
き
た
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
心
配
さ
れ
た
が
、
大
高

の
伝
統
あ
る
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
方
面
の
ご
協
力
を
得
て
、
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
期
間

が
少
な
い
中
、
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
方
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
第
２６
回
強
歩
は
、
昨
年
、

途
中
中
止
と
な
っ
た
悔
し
さ
を
晴
ら

す
か
の
よ
う
に
、
大
快
晴
の
中
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
澄
ふ
渡
る
青
空
の
下
、

強
歩
委
員
長
か
ら
の
檄
、
ま
た
、
生

徒
会
長
か
ら
、
「が
ん
ば
ろ
う
日
本
」

の
旗
を
か
か
げ
て
の
檄
に
よ
り
、
意

気
揚
々
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日

中
は
、
３０
度
を
超
え
る
か
と
い
う
暑

さ
と
の
戦
い
、
夜
の
冷
え
込
み
と
の

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
救
護
所
に
は
、

水
分
不
足
が
原
因
な
の
か
、
足
の
痙

攣
を
訴
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
た
だ
、
足
の
ま
め

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
生
徒
が
少
な
か
っ

た
の
は
、
「ま
め
対
策
」
が
浸
透
し

て
き
て
い
る
成
果
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
実
施
日
が
、
金
、
土
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
な
く
保
護

者
の
皆
様
が
た
の
協
力
が
得
ら
れ
、

ゴ
ー
ル
時
に
は
、
正
門
を
埋
め
尽
く

す
ほ
ど
大
勢
の
方
に
見
守
ら
れ
て
の

完
歩
と
な
り
ま
し
た
。
熱
中
症
が
心

配
さ
れ
、
完
歩
率
が
低
下
す
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
同
様
、

約
９２
％
の
完
歩
率
で
し
た
。
生
徒
た

ち
の
が
ん
ば
り
に
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
寒
稽
古

平
成
２２
年
度
寒
稽
古
は
平
成
２３
年

１
月
１７
日
（月
）
′
２‐
日
（金
）
の

５
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
種

目
は
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
耐
寒
マ

ラ
ソ
ン
に
分
か
れ
て
お
り
、
早
朝
６

時
か
ら
始
ま
る
。
今
年
も
６
４
０
名

の
生
徒
が
参
加
し
た
。
三
カ
年
皆
勤

者
は
１
３
８
名
（５８
・
５
％
）
に
は

賞
状
と
ト
ロ
フ
イ
ー
が
贈
ら
れ
た
。

最
終
日
の
１
月
２‐
日
に
は
納
会
が
行

わ
れ
、
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
豚
汁

が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

平成22年 度部活動実績
部 名 大  会  名 績成

陸上競技部 関東高等学校陸上競技大会
(茨城県)

Ｒｍ００

　

Ｒ

　

Ｒ

刈
Ｏｍ
Ｏｍ

ＯｍＲｍＲｍＲ，　欄　欄
¨̈̈̈
詢̈̈

４０
幅
幅
代
室
　
針

＞
走
走
田
小
星
小

年
＞
＞
＞
＞
＞
＞

０
年
年
年
年
年
年

太
０
け
０
０
０
●

桂
治
将
太
真
宏
慎

目
幸
　
一元
信
明

田
邊
力
山
井
田
澤

生
渡
他
永
薄
黒
平

関東高等学校選抜新人陸上
競技選手権大会 (栃木県)

ｍ，
５
　
　
ｍ

ｍ跳
跳
００
投

００
幅
幅
５０
丸

‐５
走
走
＞
砲

＞
＞
＞
年
＞

年
年
年
０
年

９
９
０
郎
０

人
将
介
二
幸

直
　
竣
泰
英

田
力
山
原
山

島
他
小
石
平

関東高等学校駅伝大会

年
＞

＞
＞
＞
０
年

年
年
年
也
０

０
９
９
哲
貴

一希
人
津
有

駿
一直
久
原

原
井
田
阿
萩

北
月
島
＞
＞

＞
＞
＞
年
年

年
年
年
０
０

０
θ
υ
郎
介

樹
隼
幸
二
綾

洸
　
車員泰
部

瀬
藤
川
原
下

猪
高
赤
石
日

柔 道 部 関東高等学校柔道大会
(東京都)

団体戦 和
也
也
良

伸
拓
竜
頼

井
上
上

薄
村
坂
星

船山拓也 (3年 )

稲村愛輝 (3年 )

多田陽平 (2年 )

年
年
年
年

相 撲 部 関東高等学校相撲大会
(神奈川県)

全国高等学校総合体育大会
相撲競技大会 (沖縄)

第65回国民体育大会
(相撲競技)(千葉県)

平成22年度全国高等学校相
撲選抜大会

団体戦・個人戦 野瀬涼太 (3年 )

本郷 航 (2年)戸辺―紀 (2年 )

稲村愛輝 (3年 )

稲村愛輝 (3年 )

岸田翔太 (2年)個人戦

霧羅稟置デ
校選抜相撲大会 戸遷―紀 (2年 )

団体戦・個人戦
本郷 航 (2年)団体戦

年
年
年

平
太
良

陽
翔
頼

田
田

多
岸
星

水 泳 部 関東高等学校水泳競技大会
(神奈川県)

一　
　
レ

レ
　
リ

″　
形，

形
　
由
　
一

由
　
自
　
レ

一
形
，１００ｍ自″
形，４００ｍＯ
¨

形
由
形
形
由
０
翼

由
自
由
由
自
治

自
ｍ白
自
ｍ誠
崎

ｍ００
ｍ
ｍ００
永
箱

５０
１５
５０
００
っ
安
＞

＞
＞
＞
口
年
＞
年

年
年
年
年
０
年
０

０
０
θ
Ｏ
史
０
哉

聡
介
丸
麿
宇
大
文

戸
悠
満
楓
嵐
雄
井

田
海
瀬
内
十
辺
久

小
内
川
山
五
渡
津

山 岳 部 全国高等学校総合体育大会
登山大会 (鹿児島県)

加藤卓也 (3年)井上大輝 (3年)

渡邊健吾 (3年)大草陽史 (3年)

関東高等学校登山大会 谷口和志 (2年)土屋博紀 (2年 )

比企史明 (1年)山口陽平 (1年)

囲碁将棋
八季催異基

等学校囲碁将棋 大森飛翼 (2年)団体戦・個人戦
進藤和輝 (2年)鈴木謙志 (2年)団体戦
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平
成
２２
年
度
卒
業
式

平
成
２３
年
３
月
１
日
の
、
平
成
２２

年
度
卒
業
式
が
、
本
校
第
一体
育
館

に
お
い
て
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ

れ
た
。
森
島
堅
二
校
長
よ
り
卒
業
生

の
藤
田
晃
が
代
表
と
し
て
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
、
晴
れ
て
卒
業
し
た
２

３
５
名
が
紫
塚
同
窓
会
の
会
員
と
し

て
新
た
に
入
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

来
賓
祝
辞
の
中
で
車
田
孝
夫
同
窓

会
長
は
卒
業
式
を
「過
去
の
課
業
の

完
成
を
記
念
す
る
」
と
同
時
に
「こ

れ
か
ら
の
生
涯
に
お
け
る
新
た
な
時

期
の
開
始
を
祝
う
」
日
で
あ
る
と
し

て
「真
理
と
正
義
と
が
実
現
さ
れ
る

平成22年度入試主要大学の合格者数

時
代
の
到
来
を
目
指
し
て
活
躍
す
る

こ
と
を
切
に
願
う
」
と
餞
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
在
校
生
の
新

生
徒
会
長
磯
飛
周
平
の
「後
戻
り
せ

ず
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
か
ら
一歩
一

歩
し
っ
か
り
と
進
ん
で
い
っ
て
く
だ

さ
い
。」と
の
送
辞
の
言
葉
を
う
け
、

卒
業
生
代
表
の
前
生
徒
会
長
小
田
戸

聡
が
大
田
原
高
校
で
培
っ
た
「強
い

心
」
を
「胸
に
秘
め
、
自
分
の
信
じ

た
道
を
一心
不
乱
に
突
き
進
ん
で
い

き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

新
し
く
大
田
原
高
校
を
飛
び
立
っ

た
後
輩
た
ち
の
卒
業
を
心
か
ら
祝
福

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま
す

の
精
進
と
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

平
成
２３
年
４
月
７
日
（木
）
、
平

成
２３
年
度
第
６６
回
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
入
学
許
可
の
各
担
任
の
呼
名

に
対
す
る
新
入
生
の
返
事
は
、
大
震

災
の
暗
い
ム
ー
ド
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
な
元
気
溢
れ
る
も
の
で
、
新

し
い
生
活
の
始
ま
り
に
大
い
な
る
希

望
と
意
気
込
み
を
感
じ
ら
れ
る
清
々

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

入
学
許
可
後
の
式
辞
で
森
島
堅
二

学
校
長
は
、
新
入
生
２
４
０
名
の
入

学
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
大
正
時

代
の
思
想
家
・後
藤
静
香
の
「第
一

歩
」
と
い
う
詩
の
中
の
「目
標
が
そ

の
日
そ
の
日
を
支
配
す
る
」
と
い
う

言
葉
を
そ
の
詩
と
と
も
に
を
紹
介
し
、

常
に
高
い
目
標
を
意
識
し
て
こ
れ
か

ら
の
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
新
入
生
た
ち
に
託
し
た
。

ま
た
、
平
山
利
秋
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も

祝
福
の
言
葉
と
と
も
に
、
本
校
の
良

い
点
を
新
入
生
に
紹
介
し
な
が
ら
、

新
し
い
環
境
に
飛
び
込
ん
で
い
く
新

入
生
に
心
強
い
励
ま
し
の
言
葉
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
贈
つ
た
。

さ
ら
に
、
「入
学
生
官
一誓
」
で
は

代
表
の
川
口
健
太
郎
君
が
、
入
学
で

き
た
喜
び
と
本
校
の
学
校
生
活
に
対

す
る
抱
負
を
力
強
く
誓
っ
た
。

元
気
溢
れ
る
返
事
に
大
い
な
る
希

望
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
た
新
入
生
が
、
こ
の
学
び
舎
で
良

き
仲
間
に
巡
り
会
い
、
大
高
の
良
き

伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
人

間
性
豊
か
な
心
身
と
も
に
強
い
人
間

へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
見
守
っ

て
ゆ
き
た
い
。

平
成
２３
年
度
入
学
式

第
１
０
９
回
創
立
記
念
式
典

記念謹
使会
・芸術鑑替呆
ム

平
成
２３
年
４
月
１９
日
水
曜
日
、
本

校
第
一体
育
館
に
お
い
て
、
１
０
９

回
目
と
な
る
創
立
記
念
式
典
が
開
か

れ
た
。
森
島
校
長
、
車
田
同
窓
会
長

か
ら
、
日
本
の
厳
し
い
現
状
に
お
い

て
大
高
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
べ
き
か
、
そ

の
将
来
を
見
据
え
た
温
か
い
挨
拶
を

賜
り
、
在
校
生
に
よ
る
活
気
あ
る
校

歌
と
共
に
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

式
典
は
終
了
し
た
。

式
典
後
の
講
演
会
で
は
、
高
３０
回

卒
で
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命

科
学
研
究
科
教
授
と
し
て
活
躍
を
さ

れ
て
い
る
溝
口
勝
氏
を
招
い
て
の
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

溝
口
氏
は
本
校
を
卒
業
後
、
東
京

大
学
教
養
学
部
理
科
Ⅱ
類
に
進
学
さ

れ
、
三
重
大
学
の
助
教
授
等
を
経
て
、

現
在
の
東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
研

究
所
教
授
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
現

在
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
当
時
の
心

情
を
交
え
な
が
ら
話
し
て
戴
い
た
。

ま
た
ヽ
「農
と
情
報
　
風
評
被
害
を

な
く
せ
る
か
」
と
い
ぅ
演
題
で
、
現

在
研
究
を
さ
れ
て
い
る
内
容
を
と
て

も
分
か
り
易
く
説
明
し
て
戴
き
、
そ

の
研
究
と
東
日
本
大
震
災
後
の
農
業

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る

か
と
い
う
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
に
、

会
場
全
体
が
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

講
演
の
後
に
は
質
問
も
活
発
に
飛
び

交
い
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
っ

た
。

午
後
は
芸
術
鑑
賞
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
交
響
楽
団
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
華
麗
な
演
奏
と
ユ
ー
モ
ア
溢

れ
る
ト
ー
ク
を
披
露
し
て
戴
い
た
。

音
楽
に
精
通
し
て
い
な
い
生
徒
に
も

馴
染
み
の
あ
る
選
曲
で
、
会
場
全
体

が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

回公立大 22年 21年 20年 私立大 22年 21年 20年
0 0 l

部 1 l を鷹義塾 4

京工 1 2 0 上智 4 l

吾 l 0 0 際基督教 1 0 0
―橋 1 0 3 月治
た阪 0 l 去政 17

l 0 1 立教 4 4
9 立命館 10 7

|ヒ瀧 4 2 3 に京理科 17

腋 2 l 2 F央

葉 4 4 6 宇山学院 6 12

戸都宮 1012) 日本 49(5)
≧沢 0 l 4 早修 13

籠玉 8 8 :浦工業 16

潟 9 6 東海 17

3 0 1 東洋 19

東京学芸 4 5 申奈川 6 ll

4 l 〕 国際医療福カ 17
山形 3 阿沢 5 6 6

実城 8 8 t市 0 3 4
首都大東京 2 3 え喚 5 2
役国公立合格嗜 治医1 0 1 0

融役私立大計
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大
中
四
三
会

同
級
会
実
行
委
員
　
菊
池
武
幸

「前
途
は
洋
々
満
ち
た
り
光
輝
」

の
声
に
送
ら
れ
て
学
窓
を
巣
立
っ
て

か
ら
６０
有
余
年
。
齢
８０
（傘
寿
）
に

達
し
ま
し
た
。
「大
中
四
三
会
」
は

平
成
２２
年
１０
月
１５
日
、
某
ホ
テ
ル
に

お
い
て
総
会
を
開
き
、
「会
の
解
散
」

と
「会
が
保
管
す
る
現
預
金
の
最
終

処
分
」
を
決
議
し
ま
し
た
。

出
席
会
員
４５
名
（存
命
者
全
部
で

１
５
０
名
の
内
３０
％
の
出
席
）
、
満

場
一致
で
賛
成
さ
れ
、
最
終
的
な
残

金
い銘
じ
８
円
を
母
校
の
紫
塚
奨
学

団
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

母
校
の
益
々
の
発
展
と
、
後
輩
諸

君
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
礼
の
こ
と
ば

紫
塚
奨
学
団
理
事
長
　
森
島
堅
二

大
中
４３
回
卒
の
皆
様

こ
の
度
は
貴
重
な
ご
寄
附
を
賜
り

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
奨
学

資
金
の
貸
与
と
優
良
生
徒
の
顕
彰
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
益
々
お

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度

財
団
法
人

係
教
諭
　
川
又
勝
寿

本
紫
塚
奨
学
団
は
、
大
正
７
年
、

多
数
の
同
窓
生
か
ら
寄
付
さ
れ
た
財

産
、
ｌ
千
８
５
０
円
を
基
金
と
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
の
内
容
は
、

奨
学
資
金
の
貸
与
と
優
良
生
徒
の
顕

彰
で
あ
り
、
基
本
財
産
が
生
み
出
す

利
子
を
主
な
事
業
資
金
と
す
る
も
の

紫
塚
奨
学
団
報
告

で
す
。
基
本
財
産
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
創
設
後
か
ら
の
篤
志
寄
付
に
加

え
て
、
昭
和
５７
年
度
に
迎
え
た
学
校

創
立
８０
周
年
記
念
事
業
の
主
た
る
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
窓
会

の
熱
心
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
飛
躍

的
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も

同
窓
会
を
は
じ
め
多
数
の
同
窓
生
か

ら
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。平

成
１４
年
度
か
ら
は
、
寄
付
金
と

返
還
金
を
貸
与
金
に
直
接
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
新
規
採
用
者
を
２
名
、

貸
与
月
額
を
３
万
円
と
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
団
の
運
営

に
つ
い
て
再
度
の
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
運
営
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
寄
付
金
を
基
本
財
産
に
繰
り
入

れ
る
。

②
平
成
２０
年
度
か
ら
当
面
の
間
は
、

新
規
採
用
者
２
名
に
対
し
て
、
入
学

時
に
一括
し
て
５０
万
円
を
貸
与
す
る
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
従
来
よ
り

奨
学
団
へ
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
な
お
一層

活
躍
す
る
若
手
同
窓
生

都
道
府
県
対
抗
駅
伝

優
勝
チ
ー
ム
の
一員
と
し
て

順
天
堂
大
・長
距
離
主
将

的
場
亮
太
全口同６０
回
）

平
成
２３
年
１
月
２３
日
開
催
の
第
１６

回
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
大
会
に

お
い
て
、
栃
木
県
チ
ー
ム
の
一員
と

し
て
優
勝
で
き
た
事
は
大
変
う
れ
し

い
で
す
。
良
い
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、

幸
せ
で
す
。
私
を
選
ん
で
下
さ
っ
た

栃
木
県
陸
上
競
技
協
会
の
方
々
や
、

応
援
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

大
会
に
お
け
る
個
人
的
な
反
省
点

は
、
レ
ー
ス
後
半
に
も
う
少
し
粘
り

の
あ
る
走
り
を
し
、
後
続
に
楽
さ
せ

て
あ
げ
た
か
っ
た
。
自
分
の
力
不
足

を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
大
学
生
活
最

後
と
な
る
箱
根
駅
伝
で
は
、
（伝
統

あ
る
順
天
堂
大
学
・長
距
離
主
将
と

し
て
）
何
が
な
ん
で
も
結
果
を
残
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
田
原
高
校
の
後
輩
た
ち
に
は
、

勉
強
と
部
活
の
両
立
で
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
両
立
で
き
て
こ
そ
大
高

生
だ
と
思
う
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
皆
さ
ん

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
私
を
取
り
上
げ
て

頂
い
た
紫
塚
同
窓
会
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
同
窓
会
か
ら

は
い
つ
も
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
き
、

大
高
陸
上
競
技
部
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
高
校
生
の
時

も
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

私
の
恩
師
で
あ
り
、
順
天
堂
大
学
ヘ

と
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
川
口
晴

実
先
生
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
関
係
の
方
々
や

同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
感
動
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
走
り
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
応
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（編
集
担
当
か
ら
追
記
）

的
場
亮
太
君
は
、
大
高
時
代
は
２

年
生
の
と
き
３
８
ｍで
大
阪
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
、
３
年
生
の
と
き
は
８
８
ｍ

で
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
秋
田
国
体

に
出
場
。
更
に
都
道
府
県
対
抗
駅
伝

で
は
４
区
を
走
っ
た
経
歴
を
持
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま

し
よ
つヽ
。

財団法人紫塚奨学団 平成22年度事業報告
1 事業の状況
(1)奨学金の貸与

大学生 2名   月額 30,000円
新規採用者 2名 一括 500,000円

(2)奨学団賞授与
①顕彰者
・桐原 崇彰  慶応大学理工学部合格

②3ケ 年皆勤者 71名 に対して記念品を授与
2 寄付金に関する事項

・井上成紀 (現評議員・高12回)様  60,000円
・檜山富美子様         1,oOo,000円
大林茂俊 (高21回)様       50,000円
・金澤正邦 (高 15回 )様       30,000円
・菊池静太郎 (中 36回 )様     500,000円
。大中43回 ・大高1回 (43会 )様  189,090円
・平成22年度卒業生        235,000円
・篠崎勝則 (現評議員・高14回 )様  30,000円

合 計 2,094,040円
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第
２０
回
定
期
演
奏
会

兼
　
被
災
地
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『本
番
を
約
２
週
間
後
に
控
え
た

３
月
Ｈ
日
。
東
北
地
方
を
中
心
と
し

た
東
日
本
は
、
未
曾
有
の
巨
大
地
震

に
襲
わ
れ
た
。
こ
こ
大
田
原
で
も

「震
度
６
強
」
を
記
録
。
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
大
き
く
長
い
揺
れ
。
五

感
で
感
じ
る
全
て
が
私
た
ち
を
恐
怖

に
陥
れ
た
。
加
え
て
福
島
の
原
発
事

故
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
非
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
定
期

演
奏
会
を
予
定
し
て
い
た
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
も
被
害
を
受
け
た
。　
一時
は

定
期
演
奏
会
を
開
催
す
べ
き
か
否
か

の
選
択
に
迫
ら
れ
た
が
、　
翌
日楽
の

力
で
出
来
る
こ
と
を
何
か
し
よ
う
」

と
の
結
論
を
出
し
た
』

こ
れ
は
、
主
催
し
た
音
楽
部
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

母
校
の
第
一
体
育
館
を
会
場
に

「被
災
者
支
援
の
た
め
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
た
。
新
し

く
出
来
あ
が
っ
た
「応
援
団
旗
」
の

紹
介
や
、
部
活
の
合
間
に
応
援
に
駆

け
つ
け
た
仲
間
も
い
て
、（音
響
効
果

は
別
と
し
て
）
実
り
あ
る
節
目
の
演

奏
会
と
な
っ
た
。
感
動
を
あ
り
が
と

う
。
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
で
楽

器
の
補
充
も
な
さ
れ
る
。
更
な
る
発

展
を
期
待
し
た
い
。
（編
集
担
当
）

大
震
災
を
越
え
て

音
楽
部
合
唱
班
Ｏ
Ｂ

矢
部
礼
拓
盆口同６０
回
）

あ
の
日
、
私
は
都
内
に
あ
る
大
学

の
近
く
に
い
た
。
何
事
も
な
い
日
常

に
突
然
襲
い
か
か
っ
た
大
地
震
。
左

右
に
大
き
く
揺
れ
る
建
物
、
路
頭
に

迷
う
彩
し
い
人
々
。
大
学
の
建
物
も

被
害
を
受
け
た
。
そ
こ
に
飛
び
込
ん

だ
「震
度
６
強
　
大
田
原
市
」
の
情

報
。
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

幸
い
に
も
翌
日
に
は
親
類
の
車
で

帰
郷
で
き
、
実
家
の
被
害
も
ご
く
軽

微
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
よ
り
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
定
期
演
奏
会
は

ど
う
な
る
の
か
。
同
期
や
諸
先
輩
、

そ
し
て
今
の
大
高
合
唱
部
を
担
っ
て

い
る
後
輩
達
と
と
も
に
歌
え
る
喜
び

は
ど
う
な
る
の
か
。

震
災
か
ら
一週
間
ほ
ど
過
ぎ
た
日
、

練
習
や
会
場
変
更
に
つ
い
て
の
連
絡

が
後
輩
か
ら
届
い
た
。
開
催
で
き
る

こ
と
に
一安
心
し
た
も
の
の
、
会
場

と
な
っ
た
体
育
館
は
響
き
が
悪
く
合

唱
に
は
向
か
な
い
。
果
た
し
て
歌
の

力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
で
き
る
も
の

か
、
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
。

本
番
当
日
、
会
場
に
は
大
勢
の
Ｏ

Ｂ
や
現
役
生
が
集
ま
っ
た
。
旧
交
を

温
め
な
が
ら
、
着
々
と
準
備
が
進
む
。

皆
、
自
分
た
ち
の
音
楽
を
作
れ
る
こ

と
に
活
き
活
き
と
し
て
い
た
。

午
後
１
時
、
開
場
。
体
育
館
に
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
流
れ
込
む
。

見
る
間
に
満
席
と
な
り
、
急
遠
座
席

を
増
設
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
迎
え
た
本
番
。
そ
れ
ま

で
の
不
安
も
杞
憂
に
終
わ
り
、
私
も

皆
と
楽
し
く
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
応
援
団
と
の
コ

ラ
ボ
企
画
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

大
高
音
楽
部
の
成
長
を
実
感
で
き
た
、

ま
さ
に
記
念
す
べ
き
一日
と
な
っ
た
。

当
日
、
会
場
で
義
援
金
を
お
寄
せ

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

大高
山岳
部
に期待す
る

神
島
仁
誓
盆」口２４
回
）

今
年
も
山
岳
部
が
県
予
選
会
で
優

勝
し
て
、
８
月
に
青
森
で
開
催
さ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
山
岳
部
発
足
時
か

ら
顧
間
を
つ
と
め
て
山
行
に
同
行
し

た
者
と
し
て
、
う
れ
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
。
４
年
連
続
の
出
場
で
あ
り
、

昨
年
の
６
位
入
賞
に
引
き
続
い
て
の

上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。山

岳
部
の
生
い
立
ち
を
紹
介
し
ま

す
と
、
山
を
愛
す
る
有
志
が
昭
和
６‐

（お
Ｓ
）
年
５
月
か
ら
同
好
会
と
し

て
活
動
を
続
け
、
同
年
Ｈ
月
２‐
日
の

生
徒
総
会
で
部
に
昇
格
し
て
山
岳
部

が
発
足
し
ま
し
た
。
（詳
し
く
は

『大
高
九
十
年
誌
』
参
照
）
従
っ
て

ま
だ
四
半
世
紀
ほ
ど
の
歴
史
し
か
な

い
新
し
い
部
で
、
発
足
当
時
の
部
員

は
今
年
４２
歳
に
な
り
ま
す
。
発
足
以

降
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
つヽ
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
関
東
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、

特
に
平
成
１１
年
か
ら
１４
年
に
は
４
年

連
続
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま

し
た
。
Ｕ
字
工
事
の
ボ
ケ
役
で
活
躍

中
の
益
子
卓
郎
君
も
平
成
８
年
の
関

東
大
会
に
出
場
し
て
、
交
流
会
で
は

関
東
８
都
県
の
選
手
の
前
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
か
ら
「山
岳
の
全
国
大

会
や
関
東
大
会
が
あ
る
そ
う
だ
が
、

順
位
は
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
」
と

い
う
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
。
山

で
競
技
を
し
て
順
位
を
決
め
る
の
は

確
か
に
不
思
議
な
話
に
聞
」ゝえ
ま
す

ね
。
い
わ
ゆ
る
競
技
登
山
で
す
か
ら
、

高
体
連
登
山
部
策
定
の
明
確
な
審
査

基
準
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
順

位
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体

力
・装
備
・天
気
図
作
成
。気
象
知

識
・読
図
・計
画
書
・記
録
書
・救

急
処
置
法
等
々
の
項
目
が
あ
っ
て
、

審
査
員
が
審
査
を
し
ま
す
。
誤
解
を

恐
れ
ず
に
簡
潔
に
言
え
ば
、
山
で
の

サ
バ
イ
バ
ル
の
能
力
が
試
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
で
も
競
技
登
山
と

い
う
の
は
、
数
あ
る
登
山
形
態
の
申

の
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
て
、
普
段
は

夏
山
か
ら
冬
山
ま
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ

か
ら
岩
登
り
ま
で
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
な
山
登
り
を
山
岳
部
の
生
徒
た
ち

は
謳
歌
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
是
非
と
も
書
い
て
お
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
は
戦
後
数

年
間
は
”初
代
“
山
岳
部
が
存
在
し

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
『黒
羽
文
化
』

第
２８
号
（平
成
２０
年
３
月
発
行
）
の

藤
田
謙
三
先
輩
の
文
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。
（詳
し
く
は
『大
高

百
年
誌
』
参
照
）
特
に
”初
代
“
山

岳
部
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を

お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

是
非
ご
一報
く
だ
さ
い
。
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第
６４
回
春
季
県
高
校
野
球
大
会

５２
年
ぶ
り
優
勝

大
会
を
振
り
返
っ
て

未
曾
有
の
大
震
災
で
自
粛
ム
ー
ド

高
ま
る
中
、
母
校
野
球
部
は
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
プ
レ
ー
で
、
粘
り
強
く
戦

い
、
見
事
優
勝
し
た
。
準
々
決
勝
の

矢
板
中
央
戦
で
は
初
回
に
６
点
先
取

さ
れ
た
が
、
あ
せ
る
こ
と
な
く
得
点

を
積
み
重
ね
Ｈ
対
７
で
勝
利
。
準
決

勝
の
対
國
學
院
栃
木
戦
、
決
勝
の
文

勢
芸
大
付
属
戦
で
は
長
打
力
、
守
備

力
、
投
手
力
と
テ
ー
ム
カ
で
見
事
撃

破
。
県
営
球
場
で
の
準
決
勝
、
決
勝

戦
に
は
車
田
会
長
も
ス
タ
ン
ド
か
ら

熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
。
多
く
の

同
窓
生
の
中
に
は
、
Ｕ
字
工
事
益
子

卓
郎
君
の
姿
も
。
（編
集
担
当
）

勝
利
の
陰
に
努
力
あ
り

阿
久
津
和
司
貧一同１
回
）

（野
球
部
Ｏ
Ｂ
・長
年
母
校
野
球
部

監
督
を
務
め
ら
れ
た
）

今
回
の
春
季
県
下
大
会
優
勝
は
、

野
球
部
は
も
と
よ
り
大
高
関
係
者
一

同
に
喜
び
と
感
激
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
は
厳
冬
の
中
、
監
督
、
部
長
、

コ
ー
チ
の
熱
い
指
導
に
選
手
た
ち
が

耐
え
抜
い
た
賜
物
で
す
。
特
に
母
校

野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
早
稲
田
大
学
野
球
部

出
身
の
吉
田
賢
治
さ
ん
の
声
涙
下
が

る
指
導
に
、
よ
く
部
員
た
ち
が
精
進

し
応
え
た
成
果
で
す
。
創
部
以
来
、

１
０
０
有
余
年
。
伝
続
に
新
た
な
歴

史
を
刻
ん
だ
紫
塚
の
若
人
よ
。
い
ざ

征
か
ん
、
甲
子
園
に
。

大
田
原
は
潔
選
太
争
が
要

所
を
締
め
て
２
失
〓替
九投
。

２
併
殺
、
無
失
策
と
守
備
も

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
打
線

炸

鼈

鑢

関
東
大
会
で
も
旋
風
を

植
竹
二
郎
盆・同１２
回
）

５２
年
前
、
春
の
県
大
会
優
勝
時
の

２
塁
手
で
す
。
当
時
の
シ
ー
ン
が
沸

々
と
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
野
球
を

思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

東
京
向
島
在
住
な
の
で
朝
早
く
か
ら

応
援
に
か
け
つ
け
ま
す
。
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ａ
の
胸
の
マ
ー
ク
が
、
グ
ラ
ン

ド
狭
し
と
躍
動
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
ま
す
。
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小
川
好
投
一２
安
打
に
一封
じ
る

震
勝
、脅
８
三昌
、甲築

走
者
を
足
が
か
り
に
敵
大
を
は
さ
む
高

塩
、
小
川
の
殊
勲
打
で
大
豪
宇
工
を
３

■
で
撃
破
、
輩
の
議
を
み
て

攻
め
て
は
四
、
五
回
に
い
ず
れ
も
四
球

出

【評
】
宇
工
の
一方
的
な
勝
利
が
予
想

さ
れ
た
な

い
ざ
フ
タ
を
あ
け
る
と
エ

ー
ス
大
井
が
本
大
会
最
低
の
荒
れ
た
ピ

ッ
チ
ン
ク
で
早
く
も
一回
、
四
人
の
打

者
に
”
球
ね
ば
ら
れ
た
あ
げ
く
、
機
を

な
お
大
高
の
県
・大会
優
勝
は
大
正
十
三

年
と
昭
和
二
十
二
年
の
夏
大
会
に
続
い

て
三
度
町
。

融
婆

赫

電

稚

鯉

鰈

遊

回
、
四
死
球
走
者
を
歩
か
せ
た
あ
と
四

「
韓
輩
畔
い
が
吠
回
は
自
か
ら
の
入
策

『５２
年
前
の
新
聞
』宇大 電

工高 勝

000000関
東
大
会
で
の
主
な
記
録

大
正
＝
年
（１
９
２
２
年
）

関
東
大
会
（夏
の
大
会
）
に
出

場
し
た
県
立
大
田
原
中
学
野
球
部
。

茨
城
・太
田
中
、
真
岡
中
、
銚
子

商
を
破
り
、
決
勝
戦
で
龍
ヶ
崎
中

と
対
戦
。
９
対
８
で
惜
敗
。
準
優

勝
。
人
見
総
一郎
、
中
津
川
仁
さ

ん
た
ち
が
活
躍
さ
れ
た
。

昭
和
３４
年
（１
９
５
９
年
）

春
季
県
下
大
会
決
勝
戦
で
宇
都

宮
工
業
を
破
り
初
優
勝
。
関
東
大

会
で
は
一回
戦
、
取
手
三
高
に
快

勝
。
準
々
決
勝
で
横
浜
商
高
に
惜

敗
ｔ
た
。
大
島
監
督
、
根
本
部
長

の
時
代
小
川
（投
）、
高
塩
（捕
）、

小
針
（
一）、
植
竹
（二
）、
阿
久

津
（一こ
、
磯
（遊
）、
小
林
（左
）、

緑
川
（中
）、
佐
藤
（右
）
他
の

選
手
が
活
躍
し
た
。

県立大田原高野球部 春の高校野球優勝

夢
で
な
い
甲
子
園
出
場

埼
玉
県
羽
生
市
　
田
代
義
計

（高
１３
回
）

５
月
５
日
、
大
高
が
春
の
高
校
野

球
栃
木
県
大
会
で
強
豪
文
星
を
下
し

優
勝
し
た
。
５
月
１４
日
関
東
大
会
で

は
埼
玉
県
の
上
尾
高
校
に
二
回
戦
敗

退
し
た
。
勝
ち
進
め
ば
嬉
し
い
こ
と

で
す
が
、
他
校
と
の
比
較
、
関
東
で

の
位
置
づ
け
、
今
後
の
課
題
な
ど
を

知
る
上
で
大
き
な
舞
台
で
あ
つ
た
。

選
手
諸
君
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。
成

長
過
程
に
あ
る
選
手
、
チ
ー
ム
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
し
た
と
き
、

必
ず
好
結
果
が
つ
い
て
く
る
と
思
う
。

昨
年
１２
月
１５
日
、
今
春
の
選
抜
大

会
（甲
子
園
）
の
東
京
・関
東
地
区

の
２‐
世
紀
推
薦
校
に
な
り
、
今
年
１

月
２８
日
の
最
終
選
考
会
で
惜
し
く
も

落
選
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
又
そ

れ
以
後
の
体
力
強
化
な
ど
の
努
力
が

実
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

春
の
県
大
会
で
は
試
合
毎
に
チ
ー

ム
カ
が
上
が
る
様
子
を
実
感
し
ま
し

た
。
２
回
戦
、
宇
工
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
を
は
じ
め
、
準
々
決
勝
の
矢
板
中

央
戦
で
は
一回
裏
６
失
点
し
、
不
利

な
状
況
か
ら
谷
地
２
塁
手
の
２
ホ
ー

マ
ー
（サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
）
な
ど
、

Ｈ
対
７
で
大
逆
転
勝
利
。
準
決
勝
、

決
勝
と
伝
統
校
に
勝
利
し
、
歓
喜
の

ひ
と
時
を
味
わ
い
ま
し
た
。

私
は
卒
業
以
来
、
多
く
の
大
高
野

球
を
観
戦
し
て
お
り
ま
す
が
、
退
職

後
の
こ
の
５
年
間
は
大
高
野
球
全
試

合
観
戦
を
目
標
に
球
場
通
い
を
し
て

ぃ
ま
す
。
５２
年
ぶ
り
の
優
勝
。
当
時

私
は
２
年
生
で
し
た
。
大
高
の
教
室

に
「目
標
な
く
し
て
努
力
な
し
。
努

力
な
く
し
て
成
功
な
し
」
の
掲
示
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
文
武
両
道
の

真
骨
頂
。
夏
本
番
に
む
か
っ
て
邁
進

し
、
大
願
成
就
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
の
熱
い
声
援
も
励
み
に

多
く
の
方
ご
存
知
の
関
谷
俊
郎
さ

ん
（高
３０
回
）
。
母
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ

で
、
明
治
大
学
野
球
部
で
活
躍
さ
れ
、

現
在
、
川
崎
の
麻
生
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

総
監
督
を
さ
れ
て
い
る
関
谷
俊
郎
さ

ん
も
、
市
原
市
営
球
場
で
の
関
東
大

会
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

試
合
終
了
後
は
球
場
出
口
で
選
手

た
ち
を
待
ち
、
暖
か
い
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
選
手
は
も
と
よ
り
監
督

コ
ー
チ
も
感
激
。

麻
生
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
は
、
元
巨
人

軍
の
桑
田
真
澄
選
手
が
会
長
を
務
め

る
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
（中
学
生
の
公

式
野
球
リ
ー
グ
）
の
テ
ー
ム
。
野
球

界
の
大
事
な
裾
野
で
あ
る
小
中
学
生

を
、
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
育
て
て
い

ア一。　　　　．

で
棚
葡
わ
潮
珠
れ
珈
潮
輪
脚
撤
曜
椛

学
的
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

野
球
界
は
大
き
く
進
化
し
た
。
規
律

正
し
く
あ
る
が
、
笑
顔
が
溢
れ
る
練

習
を
通
し
、
挨
拶
は
基
本
、
怪
我
で

野
球
を
断
念
さ
せ
な
い
こ
と
に
力
を

注
い
で
い
る
と
、
熱
く
語
ら
れ
て
い

た
。

我
が
家
３
度
目
の
関
東
大
会

磯
　
茂
宏
曾
同３４
回
）

幸
運
な
こ
と
に
我
が
磯
家
は
、
３

度
目
の
関
東
大
会
出
場
に
な
っ
た
。

最
初
は
、
叔
父
の
磯
四
四
雄
（高

‐２
回
）
が
春
の
県
下
大
会
で
初
優
勝

時
の
遊
撃
手
。
次
が
私
。
昭
和
５５
年

秋
の
県
大
会
。
決
勝
戦
で
國
學
院
栃

木
に
惜
敗
し
た
が
関
東
大
会
に
出
場
。

１
回
戦
、
横
浜
高
校
を
２
対
０
で
破
っ

た
が
、
２
回
戦
で
は
取
手
三
高
に
０

対
１
で
敗
れ
た
。
そ
し
て
今
回
、
ビ
ッ

チ
ャ
ー
の
渡
辺
大
智
は
姉
の
子
で
あ

る
。
商
売
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
て

応
援
し
て
い
る
。
悲
願
の
甲
子
園
を

目
指
し
て
。

喜
び
を
分
か
ち
合
い

伊
藤
　
宏
（高
５０
回
）

（平
成
９
年
夏
の
県
下
大
会
ベ
ス
ト
４
）

春
季
県
下
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
９
年
当
時
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
、
み
ん
な
で
自
分
の
事

の
様
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

夏
、
甲
子
園
で
の
応
援
に
行
け
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

甲
子
園
に
連
れ
て
行
っ
て

板
山
篤
史
曾
同６３
回
）

（平
成
２３
年
３
月
卒
。
昨
年
の
エ
ー
ス
。

今
年
は
ス
タ
ン
ド
か
ら
熱
い
声
援
）

２‐
世
紀
枠
、
あ
と
一歩
及
ば
ず
大

変
残
念
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
悔

し
さ
を
バ
ネ
に
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、

春
の
県
下
大
会
で
悲
願
の
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
。
大
高
Ｏ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、

地
元
も
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
、
甲
子
園

へ
の
道
が
近
く
感
じ
、
さ
ら
な
る
大

高
野
球
部
の
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
春
の
優
勝
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
夏
の
大
会
も
優
勝
し
、
甲
子
園

に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
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l

に
こ
だ
わ
り

大
田
原
高
等
学
校
野
球
部

監
督
　
川
又
勝
寿
盆口同３７
回
）

同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
多

大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２３
年
は
、
大
田
原
高
校
野
球

部
に
と
っ
て
大
き
な
落
胆
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
選
抜

大
会
の
「２‐
世
紀
枠
」
の
東
京
・関

東
代
表
に
選
出
さ
れ
な
が
ら
も
落
選

し
て
し
ま
い
、
チ
ー
ム
、
学
校
の
み

な
ら
ず
同
窓
生
・地
域
の
方
々
に
も

失
望
感
を
味
わ
わ
せ
て
し
ま
う
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
選
手
た

ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
が
ら
な

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

高
校
野
球
の
原
点
を
考
え
、
自
分
た

ち
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
真
剣
に
考

え
た
と
き
、
や
は
り
目
指
す
も
の
は

「
一」
で
し
た
。
Ｍ
ｌ
（＝
優
勝
）
、

一勝
、　
一
日
、　
一球
、　
一瞬
な
ど
、

「
一」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
大
切
で

ぁ
る
と
気
付
い
た
の
で
し
た
。
そ
の

一
つ
一
つ
の
集
積
が
今
回
の
春
季
大

会
優
勝
と
い
う
形
に
な
っ
て
現
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
こ
と
で
は
、
多
く
の
方
々

よ
り
お
祝
い
や
激
励
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

御
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

あ
と
わ
ず
か
で
選
手
権
大
会
の
県

予
選
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

一日
一
鳳
を
充
実
さ
せ
、
常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神
を
も
っ
て
大
会
に

臨
み
、　
一戦
一戦
を
し
っ
か
り
戦
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
温
か
い
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

”夢
“を
掴
め大
高
球
児

大
高
野
球
部
コ
ー
チ

吉
田
生思治
（高
１８
回
）

那
須
瓦
が
吹
き
荒
れ
る
厳
冬
の
練

習
に
耐
え
た
今
年
の
大
高
球
児
は
、

遅
し
く
成
長
し
ま
し
た
。
２‐
世
紀
枠

で
の
セ
ン
バ
ツ
出
場
こ
そ
最
終
選
考

で
逃
が
し
た
も
の
の
、
５２
年
ぶ
り
に

春
の
県
大
会
を
制
し
た
健
闘
ぶ
り
は
、

十
分
賞
賛
に
値
す
る
も
の
で
し
た
。

私
が
、
人
紫
会
（野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
）

か
ら
現
役
部
員
た
ち
の
練
習
の
手
伝

い
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
４
シ
ー
ズ
ン
。

孫
ほ
ど
の
年
齢
差
に
戸
惑
い
な
が
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
同
じ
Ｏ
Ｂ

会
の
増
渕
（旧
姓
渡
辺
ご
我信
、
蓮
見

人
志
さ
ん
（と
も
に
高
３５
回
）
と
も

に
大
高
球
児
の
”夢
“
を
叶
え
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
ム
に
は
、
１
年
生
時

か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
掴
ん
だ
３
年
生

を
中
心
に
個
性
的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

多
く
、
試
合
経
験
も
豊
か
で
県
内
外

の
強
豪
校
と
の
対
戦
に
も
臆
す
る
こ

と
な
く
、
互
角
に
戦
え
る
戦
力
を
十

分
備
え
て
い
ま
す
。

夏
の
大
会
に
向
け
て
の
課
題
は
、

何
と
い
っ
て
も
”投
手
力
の
も
う
一

段
底
上
げ
“
に
尽
き
ま
す
。
投
手
の

頭
数
だ
け
は
一応
揃
っ
て
い
ま
す
が
、

炎
天
下
で
の
連
戦
に
耐
え
、
強
豪
校

と
互
角
以
上
に
戦
う
に
は
強
い
精
神

力
を
備
え
た
タ
フ
な
投
手
の
育
成
如

何
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
３
人
の

３
年
生
投
手
の
中
か
ら
柱
と
な
る
タ

フ
な
投
手
が
現
れ
た
と
き
、
大
高
球

児
の
”夢
“
が
叶
う
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
大
高
そ
し
て
紫
塚
同

窓
会
の
悲
願
達
成
に
向
け
て
、
川
又

監
督
そ
し
て
大
高
球
児
に
対
し
、
微

力
な
が
ら
精
一杯
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
思
い
で
す
。

紫
塚
同
窓
会
の
皆
様
方
の
、
あ
た

た
か
い
ご
声
援
と
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大高応援団と新応援団旗

顧
問
　
野
沢
　
剛

本
校
応
援
団
は
、
年
誌
に
よ
れ
ば

大
正
時
代
に
始
ま
り
、
時
代
に
よ
っ

て
そ
の
隆
盛
は
様
々
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
代
々

引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
数
年
前
、

少
し
低
調
傾
向
に
あ
っ
た
応
援
活
動

を
憂
い
た
生
徒
が
一念
発
起
、
大
高

に
応
援
団
を
強
く
根
付
か
せ
よ
う
と

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
組
織
化
を

図
り
ま
し
た
。
他
校
の
応
援
団
に
学

ん
だ
り
、
東
京
六
大
学
応
援
団
を
意

識
し
た
り
と
、
生
徒
な
り
に
ず
い
ぶ

ん
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
年
々
少
し
ず
つ
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
印
象
で
す
。
ま
た
そ
う
し
た

活
動
が
徐
々
に
校
内
に
定
着
し
、
自

ら
応
援
団
を
希
望
す
る
生
徒
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
応
援
委
員
会
も
で
き
、

常
時
４０
名
近
く
の
応
援
団
を
編
成
す

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
近
年

の
野
球
部
の
活
躍
と
も
相
ま
っ
て
、

本
校
応
援
団
も
少
し
ず
つ
外
部
に
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
夏
、
下
野
新
聞
で
そ

の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
事

を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
応
援
団
Ｏ
Ｂ
で

元
応
援
団
長
の
方
が
、
当
時
を
懐
か

し
み
、
後
輩
応
援
団
の
活
動
の
助
け

に
な
れ
ば
と
多
額
の
寄
付
を
下
さ
い

ま
し
た
。
応
援
団
と
い
う
組
織
は
、

一見
派
手
に
見
え
て
実
は
備
品
調
達

に
も
な
か
な
か
苦
労
し
て
い
る
も
の

で
す
。
経
験
者
な
ら
で
は
の
心
遣
い

に
は
、
後
輩
を
見
守
る
あ
た
た
か
い

想
い
を
感
じ
ま
す
。
寄
付
の
運
用
を

い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
結
果
、
応
援
団

旗
の
新
調
に
決
ま
り
ま
し
た
。
従
来

の
団
旗
が
や
や
小
ぶ
り
で
あ
っ
た
た

め
、
い
つ
か
は
大
型
の
団
旗
を
つ
く

り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
応
援
団
旗
と
い
う
も
の
は
、
備

品
の
中
で
も
破
格
の
も
の
で
す
。
学

校
と
い
う
組
織
で
は
な
か
な
か
手
に

入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
寄
付
は
、
氏
の
意
向
と
本
応

援
団
の
水
年
の
願
い
を
叶
え
る
の
に

は
最
良
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

旗
製
作
を
日
本
橋
の
専
門
店
に
依

頼
し
、
昨
年
１２
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

生
地
は
正
絹
、
色
は
京
都
の
友
禅
染

で
、
ス
ク
ト
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
橙
色

を
地
に
校
章
を
染
め
抜
き
し
た
。
縦

３
ｍ
、
横
４
・５
ｍ
の
大
物
で
す
。

竿
は
堅
い
樫
製
で
黒
漆
塗
り
、
長
さ

が
５
ｍ
。
堂
々
た
る
も
の
で
す
。
３

月
に
は
新
応
援
旗
披
露
式
を
行
い
全

校
生
徒
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

「こ
の
団
旗
に
相
応
し
い
立
派
な
応

援
団
と
な
る
よ
う
精
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
は
現
応
援
団
長
の
決

意
で
す
。

こ
の
春
、
本
校
野
球
部
が
選
抜
２‐

世
紀
枠
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
最
終
選
考
報
告
の
際
に
も
新
応
援

団
旗
を
掲
げ
、
吉
報
を
待
ち
ま
し
た
。

結
果
は
残
念
で
あ
り
ま
し
た
が
、
念

願
の
甲
子
園
出
場
の
掛
か
っ
た
機
会

に
新
団
旗
が
立
ち
会
え
た
こ
と
は
偶

然
と
は
い
え
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
し
て
公
式
戦
で
初
め
て
掲
げ
ま

し
た
の
が
、
先
日
の
春
季
関
東
大
会

出
場
を
か
け
た
県
大
会
準
決
勝
戦
で

し
た
。
結
果
は
見
事
に
大
勝
、
関
東

出
場
を
決
め
、
つ
づ
く
決
勝
戦
を
も

制
し
５２
年
ぶ
り
の
優
勝
。
元
来
縁
起

物
と
さ
れ
る
応
援
団
旗
で
す
が
、
初

め
て
の
勝
負
に
立
会
い
、
勝
ち
運
以

上
の
慶
事
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
言
葉
に
で
き
な
い
く

ら
い
の
感
動
で
す
。

５
月
１４
日
、
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
関
東
大
会
に
お
き
ま
し
て
応

援
団
も
ス
タ
ン
ド
で
応
援
し
ま
し
た
。

県
外
に
お
い
て
応
援
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
全
国
高
校
駅
伝
以
来
の
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
大
舞
台
に
相
応
し

い
応
援
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
本
校

の
勝
利
を
願
っ
て
懸
命
に
応
援
し
ま

し
た
。
応
援
に
参
加
し
た
３７
名
の
団

員
が
、
団
旗
と
同
じ
橙
色
の
ハ
チ
マ

キ
と
腕
章
を
身
に
つ
け
大
団
旗
の
下

「か
っ
飛
ば
せ
―
大
高
、

大
高
、
大
高
！
」

昼
休
み
に
な
る
と
突
如
、

校
舎
３
階
の
渡
り
廊
下
か
ら
　
　
一

地
鳴
り
の
よ
う
な
エ
ー
ル
と

・一

太
鼓
の
音
が
響
き
渡
る
。　
　
●
一

声
の
主
は
学
ラ
ン
に
鉢
巻

姿
の
応
援
団
。
「ス
ポ
ー
ツ

に
打
ち
込
む
者
同
士
、
思
い

は
一
つ
。
精
い
っ
ば
い
の
声

鷺

蓼

覇

賽

也
団
長
は
、
途
絶
え
た
自
ら

の
夢
も
野
球
部
に
託
す
。

大
正
期
か
ら
記
録
の
残
る

大
田
原
高
応
援
団
。
本
年
度

は
生
徒
会
役
員
と
全
学
年

計
１８
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜
し
た

応
援
委
員
、
有
志
生
徒
の
４０

人
が
参
加
。
校
外
で
唯
一
、

最
大
の
舞
台
と
な
る
夏
の
選

手́
権
に
向
け
、
６
月
初
旬
か

に
集
い
、
声
を
榎
ら
し
て
応
援
す
る

姿
は
、男
子
校
ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
、去両

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
試
合
は

惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
経
験
が
夏
の
甲
子
園
で
の
応
援

に
活
か
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
夏
の
応
援
に
向
け
て
準

備
を
始
め
ま
し
た
。
「甲
子
園
で
応

援
す
る
こ
と
」
を
夢
に
、
そ
し
て

「他
校
に
負
け
な
い
立
派
な
応
援
を

す
る
こ
と
」
を
指
標
と
し
、
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
応

援
団
で
す
が
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。
ご
理

解
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ら
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い

る
。年

々
減
少
し
て
い
っ
た
団

員
数
も
、
５
年
前
♪
Ъ
激
斃

傾
向
に
。
顧
間
の
野
沢
剛

教
諭
と
当
時
の
団
長
が
六
大

学
野
球
の
応
援
団
な
ど
か
ら

学
び
、
組
織
再
編
し
た
の
が

奏
功
。
「生
徒
が
本
気
に
な

り
、
周
り
が
つ
い
て
き
た
」

（野
沢
教
諭
）
。
有
志
生
徒

も
増
え
、
勢
力
を
増
し
た
。

団
員
に
と
っ
て
、
忘
れ
ら

れ
な
い
試
合
が
あ
る
。
前
年

覇
者
の
文
星
付
を
破
っ
た
昨

夏
の
■
回
戦
。
三
回
に
先
制

本
塁
打
を
浴
び

「レ
ベ
ル
が

違
う
」
と
感
じ
た
が
、
八
回

に
は
５
点
を
返
し
て
逆
転
。

「点
が
入
る
た
び
に
体
が
軽

く
な
り
、
楽
ル
Ｋ
て
壮
方
な

か
っ
た
」

（雪
最
蟄
員副
団

長
）
。
青
藍
泰
斗
に
敗
れ
た

準
々
決
勝
も
、
最
後
の
■
球

ま
で
あ
き
ら
め
る
団
員
は
い

な
か
っ
た
。

燃
熱
の
ス
タ
ン
ド
を
素

足
で
跳
ね
、
大
き
く
腕
を
振

っ
て
汗
を
散
ら
す
。
「動
き

が
激
し
い
か
ら
、
制
服
は
ボ

ロ
ボ
ロ
」

（村
上
団
長
）
。

声
は
つ
ぶ
れ
、
脚
は
次
第
に

重
く
な
る
。
そ
れ
で
も
決
し

て
止
ま
ら
な
い
。
「チ
ア
リ

ー
ダ
ー
に
は
負
け
た
く
な

い
」
。
男
子
校
の
誇
り
が
あ

る
。昨

年
度
卒
業
生
が
残
し
て

い
っ
た
学
ラ
ン
２０
着
も
″
加

勢
″
す
る
。
受
け
継
が
れ
る

「質
素
堅
実
」
の
精
神
。
伝

統
の
応
援
団
が
、
こ
の
夏
も

ナ
イ
ン
の
背
中
を
押
す
。

（驚慇理り絵ぇ）

本
番
に
向
け
応
援
に
磨
き
を

か
け
る
大
田
原
高
応
援
団
。

「野
球
部
と
と
も
に
力
を
出

し
切
り
、
悔
い
な
く
夏
を
終

わ
り
た
い
」

ナ
イ
ン
の
活
一躍
に
夢
託
す
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猪股司法書士事務所
司法書士猪 股 秀 章

(高21回 )

紫塚同窓東京会事務局長
〒106-0041
東京都港区麻布台3丁 目1番 5号 電 話 0335838657
日ノ樹ビル401号        FAX 03-3583-0583

有限会社禾口」泉 詔と言十
代表取締役 禾口 」良 』尋 デ光 (日酵M眸)

T329-2703
栃木県那須塩原市槻沢322番 9TEL 0287-37-4871
FAX 0287-37-4872

寝ンし、讐全、美味 最売具肉の金澤
代 表 取 締 役

金
澤 駿

一

(高 11回 )

〒325-0052那 須塩原市中央町本店 π■ 0287(63)4129
FAX0287(63)8161

弥生町支店 TEL 0287163)5673
http://www.nikunOkanazawa.com

(商標登録5176626号 )

Д
=肌E.Ettα北関東綜合警備保障
代表取締役社長 青 木   勲 (高 9回 )

本社 :宇都宮市不動前1-314
‐ L:028-639-0301

お客様の大切な時間を演出します

KAttSUttAYA
勝田屋記念会館

丁324-0062
大田原市中田原2082-3
TEL 0287-23-4165 FAX 23-4188
http://www.katsutayao cOm

ru/lsu
株式会社NAS∪ 設計生履遷羹堡篠 崎 勝則(高14回 )

イくた士 ¬F324-0005
栃木県大田原市練貫364番地67
『民支: 8,:;二 ,:二 ;:♀ ;
E―mai nasuarcogaca.∝ n.ne.jp

○鰺緯飩贄本 社/騎県査周月理想落稀:〃麟脇3"

:●餃・警dittl
墜墨壁墨墨:代理矢 吹 博 笥 は46面

'

吉成」ヽ児科医院
医 師吉 成 仁 見 (高22回 )

T324-0055
栃本県大田原市新富町 2-1-22
電 話 (0287)22-2412
FAX(0287)24-0607

鈴木歯科医院
鈴 木 和 雄 (中 39回 )

T324-0241
大 田 原 市 黒 羽 向 町 74TEL 0287-54-0700

鮨
椰
仁林 伸 久 (高33回 )

T324-0028
大田原市富士見1-1606-265TEL 0287-23-8870

内科外科医院
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古十
車車

(高 3回卒)

(高32回卒)

栃木県大田原市大豆田457-24
電 話 0287(54)0062

田 医 院
夫
之

孝
宏

田
田

社会保険労務士法人
ソウマ・高根事務所
社会保険労務士
相 馬  誠 一 (商 3回 )

〒101-0063
東京都千代田区神田淡路町lH
中野ビル 5階 TEL03 3251 5141

内科。小児科・循環器内科

医療法人金 澤 医 院
理事長金 澤 正 邦 (高 15回 )

事務長 金 澤 政 史 (高47回 )

〒325-0052
栃木県那須塩原市中央町 1-8
TEL 0287(62)0029
FAX 0287(64)2590

医療法人社

那 須
理事長

〒324-0036栃 木県大田原市下石上1453番地
TEL 0287… 29-2121 FAX 0287…29-2501
E-mail:nasuchuoh@ mtg . biglobe .ne .ip

△〓膊阿
田８ 'セ

レモニーホールあぶらや
有限会社 油 屋 商 店
吉 lll恵 造 (高 7回 )

吉 ′‖ 秀 之 (高34回 )

〒324-0051栃木県大田原市山の手 1丁 目1番 22号
(本 店)■■ 0287-22-2219 FAX 0287-23-7863
(ホ ール)1■L0287-24-241l FAX 0287-24-2412

r●
O.APE

ISO-9001・ ISO-14001認 証取得

合 設 備 業総

大橋総言貴工業株式会社
代表取締役 大 橋   保 (高29回 )

取締役会長 大 橋 照 男 (中 43回 )

〒324-0057栃木県大田原市住吉町2丁目4番24号
TEL:0287-23-310α イリFAX10287-23-3102

「上杉文化と本場米沢牛」小
写彗ち若F:産l‰
袋表取締資(乱 駁 )章 作 信16國
〒9930076山 形県米沢市小野川町2493冊鬱響畳彗締厭蹴]覇

室 丼 病 院
震事属室 井 尚 武
罰院震 室 井 秀 太 (高44回 )

理事室 井 宏 文 (高48回 )

号
２
５

５
２
２

番
６
８

２
６
７

目

一
一

丁
３
３

１
２
２

広
一
一

末
７
７

市
８
８

原
２
２

田
０
０

大県
Ｌ
×

木
Ｅ
Ａ

栃
丁
Ｆ

一Ｔ

献会社テロ」産 業
代表取締役
秋 間  忍(高 16回 )

宗 教 法 人

大田山光真寺
住 職 黒 田 俊 雄 (中40回 )

〒324-0051栃 木県大田原市山の手2-11-14TEL(0287)22-2033

二 九 会
(さ んきゅうかい) (高 16回 )

2007年 1月発足以来、東京
と大田原を中心に親睦会を開催。

藤田宏和 電話 0287290902
岡本之良 電話 048-442-4364

lal田 中建築事務所
一級建築士 日本建築家協会会員
阿久津 賢 次 (高16回 )

本   社
1=108-0074
東京都港区高輪 2-16-45高 輪中山ビル
丁EL 03-5420-2431 FA× 03-5420-2461
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有限会社木 屋油店
年表取締役菊 池 真 司 (高 17回 )

３６

３

１

６

１

８酬４．０
１

５

‐
里
８̈７

２４

市

２〒３２４．０柳ＴＥＬ０

中国料理 た 竜
代
代

田
田

誠 ― (高 18回 )

尚 之 (高47回 )

大田原市城山2-2-12(消防署近く)

■,0287-22-2801(1り  FAX 23-8383

邸まえなろ
代表取締役 渡 辺 繁 治

(高 19回 )

T E L 0287(22)6849

カンタン・キレイ・色あせない
FU」 ICOLORデジカメプリント
写真のことなら何でも、
当店におまかせください。
カメラの山口
山口 紀之 (高36回 )

大田原市山の手1-7-1
丁EL 0287-23-4166

有限会社高松自動車販売
代表取締役高 松  勝 (高22回 )

T324-0018
大 田原 市 上 奥 沢85-5TEL 0287-23-3818

司法書士法人 片柳事務所
簡裁訴訟代理人  第206005号
宇都宮地方裁判所 民事調停員
大田原簡易裁判所 民事調停員
宇都宮地方裁判所 司 法 委 員
大田原簡易裁判所 司 法 委 員
代表社員 司法書士
片  柳     洋  (高22回 )

T329-2711
栃木県那須塩原市石林 224番 地 6
(大田原西那須野街道一本松ぼっぱ猛り沿い)

rFta287‐ 37‐55aa F4X0287‐ 3ag672

眼石 山
¬=325-0056
那須塩原市本町 5-5
TEL 0287-62-0 1 2 8
FAX 0287-62-1 0 7 6

代表取締役 石 山 桂 子

lllナルミヤスポロツ
成 宮 正 人 (高44回 )

大田原市中央2丁目16番地15号TEL(o287)23-6668
FAX(0287)23-6437

llAl奈良スポーツ
代表取締役 奈 良 靖 久 (高12回 )

大田原市紫塚2-2609-97
丁EL 0287-22-2670
http://― .narasp.com

/●原目屁料匡膿HARA EYE CLIN:C

院 長 原  裕 (高20回 )

T324-0042
大田原市末広1丁 目5番27号

(大田原市農協ヨコ)TEL 0287(24)001 1

季節の上生菓子

伏見屋菓子店
― (商 1回)

志 (商30回 )

フ シ ミ ヤ
丁 E L 0287-23-2 4 3 8

フシミヤ
F A X 0287-24-2 4 38

功
雅

見
見

伏
伏

ぶ
　
　
　
　
す

や
　
　
　
　
ま

し
　
　
　
　
り蘭̈「Ｈ一岡 野 繁 雄 (高23回 )

大田原市山の手1-3-9
丁EL 0287-22-2474FAX 0287-22-2718

タイルエ事・石 工事・リフォームエ事

代表取締役社長 橋  本   徹 (高32回 )

益子 範明 (高32回 ) 荒牧  量 (高32回 )

山善  洋 (高33回 ) 橋本  悟 (高41回 )

渡辺  毅 (高45回 ) 八木沢 豊 (高48回 )

套京営業計グ杢晨曇蒻躊 尾DИF群圭‰尾議憲鍵盤P
http://www.hasimo.cO.ip

各 種

本寸
F口  昴J
Fロ 「]J

飯 村 忠 雄 (中42回 )

飯 村   通 (高28回 )

TEL 0287-22-2016(|り
FAX 0287-23-4055
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きれいな写真は、

ミハル写真館
¬=324-0051
大田原市山の手2-6-33
丁EL0287(22)2566

(消防署前)

医療法人阿久津整形外科
(|リス番言葉1ション科)

院長 阿久津 政司 (高37回)

〒329-2727
栃木県那須塩原市永田町3-16

(西那須野駅前)TEL 0287(36)3639(旬

吉 成 歯 科 医 院
吉 成 慶 司 (高23回 )

〒324-0234 大田原市前田145
TEL 0287-54-2600

鎌 田 医 院
鎌田美樹雄(高24回 )

T324-0035
大田原市薄葉 2252
TEL 0287-29-2055

野 崎 皮 膚 科
野 崎 重 之 (高30回 )

1〓 324-0042
大田原市末広 3-3004-2
T E L 0287(24)6136

セ イ ワ 薬 局
星  和 明 (高30回 )

1=324-0042
大 田 原 市 末 広 2-8-27
T E L 0287(22)2628

E〕颯pnMOb‖ エクソンモービル代理店

侑)吉 田屋商店
代表取締役 森  英 夫 (高30回 )

那須塩原市西栄町1-8本  社 36-0013 !CSS 36-4661
電話 (西那須野)0287国 道SS 36-0817 BPSS 36-1493

藤田山円光寺
住職神島仁誓 (高24回)

T329-2755
那須塩原市西原町 4-5
TEL o287-36-0476
FAX 0287-36-2965

』/娘んてはしにゆたかな人口凛
ⅢⅢI D!グ ループ‖lllll‖

l■l藤田材木店 樹斜土大―不動産
牲腎鍼誂3弯ぎ孵 岬替場51ぢZ,171~ξ
代表取締役藤 田 昭 彦 (高26回)代 表取締役小 板 橋  博  幸

NISHIDA 西田整形外科医院
整形外科・リハビリテーション科
整形外科専門医
院長 西 田 三 郎 (高30回 )

大田原女子高校そば
T324-0053
栃木県大田原市元町 1丁 目9-18
TEL 0287-20-3100

υ
υ
Ｏ
。

ORTHOPAEDIC

各種自動車販売・民間車検・石油類販売

l●l小浦モータース
道 夫 (高27回 )

敏 夫 (高31回 )

本   社 大田原市佐久山2208番地

鐵 f l:[|::::] !:!:

甫
甫

４
イ

エクソンモービル有限会社
代理店

侑)浅 井 磯 油
代表取締役 浅  井  元

(高29回)
〒324-0057
栃木県大田原市住吉町1-14-20
T E L 0287(23)33660

:ぬe
丼上眼科医院
井 上 直 紀 (高43回 )

井 上   順 (高44回 )

井 上   亮 (高49回 )

〒324-0051大 田原市山の手1-2-1180287-22-2514
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麟
職
鳴
裁
一一・一．事

神
島
仁
誓
（高
２４
回
）

来
る
平
成
２４
（Ｓ
馬
）
年
に
母
校

は
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
母
校
で
は
、
１
１
０

周
年
記
念
事
業
を
進
め
る
た
め
に
実

行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
、
た
だ
今

少
し
ず
つ
事
業
展
開
を
は
か
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
に
現
在
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

１
．
こ
れ
ま
で
の
経
過

昨
年
９
月
２‐
日
に
準
備
会
を
開
催

し
、
会
則
・組
織
・記
念
事
業
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
ま
ｔ
た
。
そ
れ
を

受
け
て
１０
月
１４
日
に
実
行
委
員
会
が

正
式
に
発
足
、
学
校
・同
窓
会
・Ｐ

Ｔ
Ａ
が
合
同
し
て
事
業
を
進
め
る
態

勢
が
整
い
ま
し
た
。
会
長
に
は
車
田

同
窓
会
長
、
副
会
長
に
は
同
窓
会
副

会
長
・Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
筆
頭
副
会
長

・学
校
長
が
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
特
別
委
員
会

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま

で
に
２
回
会
合
を
も
ち
ま
し
た
。

２
．
記
念
事
業
の
財
源

百
周
年
の
時
の
よ
う
に
、
趣
意
書

等
を
準
備
し
て
の
広
範
な
募
金
活
動

は
行
わ
ず
、
百
周
年
時
の
残
金
、
同

窓
会
予
算
中
の
１
１
０
周
年
基
金
積

立
金
、
在
校
生
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
負
担

金
、
並
び
に
特
別
寄
付
金
等
を
も
っ

て
あ
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
．
事
業
内
容

記
念
事
業
と
し
て
は
、
吹
奏
楽
部

の
楽
器
購
入
・教
室
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
設
置
一野
球

グ
ラ
ン
ド
整
備
機
器
購
入
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
１
１
０
周
年
誌

発
行
・記
念
式
典
の
実
施
も
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
Ｈ
月

に
は
『創
立
１
１
０
周
年
記
念
紫
塚

同
窓
会
会
員
名
簿
』
も
発
行
い
た
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

４
。
お
願
い

同
窓
生
各
位
の
ご
協
力
な
し
に
は

事
業
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
に
と
ぞ
皆
様
方
の
物
心

両
面
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・い
．・．て

紫
塚
同
窓
会
の
組
織
の
基
盤
は
各

卒
業
年
次
で
あ
り
、
同
窓
会
に
関
す

る
必
要
事
項
や
会
務
の
処
理
は
、
同

窓
会
役
員
で
あ
る
各
卒
業
年
次
の
常

任
理
事
お
よ
び
理
事
に
、
会
長
が
委

嘱
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

紫
塚
同
窓
会
の
事
務
局
は
母
校
内

に
あ
り
、
大
高
の
職
員
が
、
本
務
の

傍
ら
同
窓
会
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
事
務
量
も
多
く
、
特
に
文
書

の
発
送
は
６
０
０
通
を
超
え
、
大
変

ご
負
担
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
事
務
局
担
当
教
員
の
負

担
軽
減
と
経
費
の
観
点
か
ら
、
文
書

の
発
送
と
処
理
に
つ
い
て
の
実
施
案

を
、
次
の
通
り
常
任
理
事
会
に
提
案

致
し
ま
し
た
。

１
。
一昨
年
い
年
次
ご
と
に
常
任
理

事
、
理
事
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
、

常
任
理
事
の
中
か
ら
代
表
と
し
て

「代
表
常
任
理
事
」
１
名
を
選
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、文
書
は
、各

年
次
の
代
表
常
任
理
事
に
発
送
す
る
。

２
．
各
年
次
に
お
い
て
は
連
絡
網
を

整
備
し
、
文
書
は
代
表
常
任
理
事
を

中
心
に
適
切
な
方
法
で
常
任
理
事
、

理
事
に
周
知
し
、
会
務
を
処
理
す
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
課
題

と
し
て
、
次
回
の
常
任
理
事
会
に
お

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
ご
理
解
の

上
ご
協
力
ぐ
だ
さ
る
よ
ぅ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
報
の
編
集
作
業
に
入
っ
た
頃
、

未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
か
ら
入
る
情
報

や
、
近
隣
の
様
子
を
目
に
し
、
言
葉

が
出
な
く
な
り
ま
し
た
。
従
来
ど
お

り
の
会
報
を
発
行
し
て
良
い
か
、
日

々
悩
み
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
３
月
末
の
母
校

音
楽
部
の
定
期
演
奏
会
で
、
高
校
生

の
ひ
た
む
き
な
パ
ワ
ー
に
感
動
。
そ

し
て
、
野
球
部
の
５２
年
ぶ
り
の
快
挙
。

一部
の
人
か
ら
、
野
球
部
だ
け
な
ぜ

大
騒
ぎ
す
る
の
だ
。
他
の
部
活
も
、

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
と
の

声
が
届
き
ま
し
た
。
山
岳
部
も
連
続

し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、
６
位
入

賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

思
い
出
し
た
の
は
、
昭
和
４０
年
、

石
炭
産
業
の
斜
陽
化
で
暗
か
っ
た
街

を
、　
一気
に
明
る
く
し
て
く
れ
た
三

池
工
業
高
校
野
球
部
の
活
躍
で
す
。

大
高
野
球
部
の
明
る
く
ハ
ツ
ラ
ツ

し
た
プ
レ
ー
に
、
震
災
後
の
暗
い
気

持
を
し
ば
し
忘
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
本
紙
面
は
、
特
集
号
的
に

野
球
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
他
の

部
活
Ｏ
Ｂ
に
も
登
場
願
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
「質
素
堅
実
版
」

と
し
て
ス
タ
■
卜
さ
せ
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
を
心
が
け
ま
す
。
併
せ

て
広
報
委
員
会
も
動
き
出
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ょ
」協
力

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
報
担
当
・増
渕
忠
行

第10回紫塚GFク ラブ ゴルフコンペ参加者募集
◇開 催 日 平成23年 10年 16日 (日 )

◇開催場所 千成ゴルフクラブ 大田原市大神633
◇募集人員 20組、80人
◇競技方法 18ホール ペリア方式での団体競技及び個人競技
◇参 カロ費 3,000円 (賞品及びパーテイー費)

◇プレー費 10,000円 (昼食付) キャデイ付 3,000円 増し
◇表  彰 団体競技の部、個人競技の部に優勝カップあり。
参加賞、その他沢山賞品を用意しています。

◇参加申込、問い合わせ先  紫塚GFク ラブ事務局
大田原市財政課長 田村正幸 (高24回 )冊L0287-23-8797

第58回  十年会のお知らせ
。日時 平成23年 8月 15日 (月 )15:00開始
・場所 結婚式場 KATSUTAYA      ‐

(大田原市中田原2082 3 TEL0287-23-4165)
・該当年次 併中 1・ 高 3、 高13、 高23、 高33、 高43、 高53
※今回から該当年次以外でも参加を受け付けることになりました。
十年会該当年次以外で参加希望者は、平成23年 7月 末日までに
紫塚同窓会事務局までお申し込みください。
Fax申 し込みのみ受け付けます。Fax 0287-23-9691
【卒業年度、氏名、住所、電話番号】を必ず記入して下さい。
会費、5,000円は当日会場にご持参下さい。

ネL御
後援会長 平山利秋

この度、母校野球部の関東大会出
場に際し、多くの方々からご厚志を
賜 り誠にありがとうございました。
6月 1日 現在、総額2,373,000円 い
ただきまして、ユニホーム、シュー
ズ、ヘルメットや、選手の宿泊代、
応援団のバス代等に支出させていた
だきました。本紙面をお借 りし、す
言御礼申し上げます。


